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肥
前
鍋
島
藩
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容

　
　
　
　
　
　
─
本
藩
『
芸
暉
閣
經
籍
志
』
に
つ
い
て
─

高
山
　
節
也

は
じ
め
に

　

筆
者
は
以
前
、
本
誌
上
に
お
い
て
「
江
戸
時
代
の
漢
籍
目
錄
」
と
題
し
て
、
鍋
島
藩
領
域
に
傳
え
ら
れ
た
漢
籍
の
現
狀
と
、
當
時
の
目
錄
に
つ

い
て
の
槪
觀
を
行
っ
た
（『
日
本
漢
文
學
硏
究
』
第
五
號　

二
千
十
年　

二
松
學
舍
大
學
日
本
漢
文
教
育
硏
究
プ
ロ
グ
ラ
ム　

以
下
略
稱
「
江
戸
目
錄
」）。
そ
の

折
り
目
錄
の
狀
況
に
卽
し
て
、
そ
の
内
容
や
分
類
の
特
徵
に
も
觸
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
檢
討
に
よ
っ
て
訂
正
す
べ
き
部
分
や
、
な
お
補

足
す
べ
き
部
分
も
見
い
だ
さ
れ
た
こ
と
、
加
え
て
新
た
な
知
見
も
得
た
こ
と
と
、
幸
い
に
同
種
の
事
例
に
つ
い
て
九
州
大
學
日
本
史
學
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
平
成
二
十
五
年
度
九
州
史
學
會
大
會　

近
世
九
州
大
名
の
文
庫
形
成
と
書
物
觀　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
七
日　

於
九
州
大
學
）
で
報
吿
の
場
を
與
え
ら

れ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
て
、
再
度
本
誌
上
を
借
り
て
考
察
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
思
量
す
る
に
い
た
っ
た
。
今
囘
本
誌
上
に
お
い
て
は
、
特
に

鍋
島
本
藩
に
傳
わ
る
『
芸
暉
閣
經
籍
志
』
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
今
後
他
の
目
錄
に
も
考
察
を
加
え
て
逐
次
發
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

鍋
島
藩
領
域
に
お
け
る
現
存
漢
籍
の
集
積
狀
況
に
つ
い
て
は
、「
江
戸
目
錄
」
に
具
體
的
實
數
を
添
え
て
報
吿
を
行
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
れ
ら

に
お
け
る
漢
籍
の
集
散
狀
況
に
つ
い
て
總
括
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。　
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現
狀
と
當
時
と
が
大
體
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
（
か
な
り
の
量
が
あ
り
、
流
出
等
の
積
極
的
根
據
を
闕
く
も
の
）

　
　
　
　

鹿
島
藩 

中
川
文
庫
本　
　

多
久
邑 

東
原
庠
舍
舊
藏
本

　
　

流
出
の
明
ら
か
な
も
の
（
舊
目
錄
記
載
と
現
存
本
の
數
値
に
大
差
が
あ
る
も
の　

又
は
別
資
料
に
よ
っ
て
流
出
の
確
認
さ
れ
る
も
の
）

　
　
　
　

小
城
藩 
小
城
文
庫
本
（
興
讓
館
舊
藏
本
等
）　

蓮
池
藩 

蓮
池
文
庫
本
（
成
章
館
舊
藏
本
・
鍋
島
直
與
舊
藏
本
等
）

　
　
　
　

本
藩
弘
道
館
舊
藏
本
（
鍋
島
文
庫
本 

弘
道
館
舊
藏
本
等
）

　
　

焼
失

　
　
　
　

�

本
藩
舊
藏
本
（
佐
賀
城
内
庫 

佐
賀
の
亂
時
焼
失
）　

鹿
島
藩
弘
文
館
舊
藏
本
（『
日
本
教
育
史
資
料
』
千
九
百
三
年 

冨
山
房 

第
三
册
）

　
　
　
　

武
雄
身
教
館
舊
藏
本
（『
日
本
教
育
史
資
料
』
同
前
）

　
　

現
存
す
る
が
完
存
・
闕
損
の
根
據
不
明
の
も
の

　
　
　
　

諫
早
（
好
古
館
及
び
諫
早
家
舊
藏
本
）　

神
代
（
鳴
鶴
所
舊
藏
本
等
）　

久
保
田
（
村
田
家
舊
藏
本 

漢
籍
不
明
）　　

　
　

現
存
し
な
い
も
の　

あ
る
い
は
未
發
見
の
も
の

　
　
　
　

白
石　

川
久
保　

須
古　

深
堀  

　

以
上
の
よ
う
な
現
狀
の
内
か
ら
、
藩
政
期
の
漢
籍
の
實
情
に
迫
る
た
め
に
は
、
當
時
の
漢
籍
目
錄
（
略
稱 

舊
目
錄
）
を
取
り
上
げ
て
多
角
的
な

檢
討
を
加
え
る
に
し
く
は
な
く
、
そ
の
後
に
流
出
等
の
認
め
ら
れ
な
い
資
料
を
中
心
と
し
た
檢
討
に
入
り
た
い
と
考
え
る
。
今
後
の
予
定
と
し

て
、
さ
し
あ
た
り
本
誌
で
は
本
藩
『
芸
暉
閣
經
籍
志
』
に
よ
る
當
時
の
現
狀
把
握
を
ま
ず
行
い
、
さ
ら
に
舊
目
錄
の
現
存
す
る
各
文
庫
の
漢
籍

（
特
に
蓮
池
藩
及
び
小
城
藩
）
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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一
　『
芸
暉
閣
經
籍
志
』
書
誌

　

ま
ず
冒
頭
に
『
芸
暉
閣
經
籍
志
』（
以
下
略
稱
『
經
籍
志
』）
の
書
誌
を
掲
げ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
詳
細
な
報
吿
を
公
表
し
て
い
る
が
（「
芸

暉
閣
經
籍
志
」
校
補
そ
の
一　
『
二
松
學
舍
大
學
人
文
論
叢
』
第
五
十
輯　

平
成
五
年
二
松
學
舍
大
學
人
文
學
會　

以
下
略
稱
「
校
補
」）、
訂
正
も
含
め
て
再
度
確

認
し
て
お
き
た
い
。

　

芸
暉
閣
經
籍
志　

寶
永
三
年
至
享
保
末
年
鈔
本　

一
帙
三
册　
　

佐
賀
縣
立
圖
書
館
藏
（
鍋091-33

）　

　
　
　
　
　

各
半
丁
四
行　

字
數
不
定　

匡
郭
版
心
界
線
な
し　

縱
二
十
八
・
七
×
橫
二
十
・
二
（
書
形
）　

鈐
有
「
鍋
島
／
家
藏
」

　
　
　

第
一
册　
「
芸
暉
閣
經
籍
志
／
經
書
」
一
丁
表
～
四
十
三
丁
裏
（
一
～
二
十
六
番　

十
八
番
闕
）

　
　
　
　
　
　
　

�

次
「
芸
暉
閣
經
籍
志
／
史
書
」
四
十
四
丁
表
～
六
十
一
丁
表
（
一
～
二
十
六
番
）　

次
「
事
類
」
六
十
二
丁
表
～
七
十
七
丁
裏
（
一

～
三
十
一
番
） 

　
　
　
　
　
　
　

表
紙
題
簽
「
書
典
名
目　

天
」　

表
紙
裏
「
唐
壹
番
」
の
紙
札
挿
入

　
　
　

第
二
册　

�「
芸
暉
閣
經
籍
志
／
經
書
」
一
丁
表
～
十
一
丁
表
（
番
號
な
し　

以
下
同
前
）　

次
「
史
書
」
十
二
丁
表
～
十
九
丁
表　

次
「
詩

文
」
二
十
丁
表
～
四
十
丁
表　

次
「
雜
書
」
四
十
一
丁
表
～
六
十
九
丁
表

　
　
　
　
　
　
　

�

次
「
芸
暉
閣
經
籍
志
／
醫
書
」
七
十
丁
表
～
七
十
四
丁
表　

次
「
雜
書
」
七
十
五
丁
表
～
八
十
七
丁
裏　

次
「
泰
盛
院
樣
御
讓
本

／
寫
簡
」
八
十
八
丁
表
～
九
十
三
丁
裏　

次
「
泰
盛
院
樣
御
讓
本
／
舊
庫
」
九
十
四
丁
表
～
九
十
八
丁
表　

次
「
西
域
」
九
十
九

丁
表
～
百
六
丁
裏　

次
「
雜
書
／
長
櫃
」
百
七
丁
表
～
百
十
六
丁
表

　
　
　
　
　
　
　

表
紙
題
簽
「
書
典
名
目　

地
」　

表
紙
裏
「
和
書
上
」
の
紙
札
挿
入

　
　
　

第
三
册　

�「
芸
暉
閣
經
籍
志
／
字
書
」
一
丁
表
～
二
十
丁
裏
（
一
～
十
六
番
） 

次
「
雜
書
」
二
十
一
丁
表
～
三
十
八
丁
裏
（
一
～
十
五
番
）　
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次
「
芸
暉
閣
經
籍
志
／
詩
文
」
三
十
九
丁
表
～
六
十
七
丁
裏
（
一
～
三
十
三
番
）　

次
「
醫
書
」
六
十
八
丁
表
～
七
十
四
丁
裏
（
一

～
六
番
）　

次
「
兵
書
」
七
十
五
丁
表
～
七
十
七
丁
表
（
一
～
三
番
）　

次
「
道
書
」
七
十
八
丁
表
～
七
十
九
丁
裏
（
一
番
）　

次

「
佛
書
」
八
十
丁
表
～
八
十
一
丁
表
（
一
番
）　

次
「
銀
鉤
書
藪
」
八
十
二
丁
表
～
八
十
四
丁
表
（
無
番
）　

次
御
遺
物
獻
上
書
目

八
十
四
丁
裏　

表
紙
題
簽
「
書
典
名
目　

人
」　

表
紙
裏
「
唐
三
之
卷
」
の
紙
札
挿
入

　
　
　
　
　
　
　

�
末
丁
「
春
秋
五
傳　

廿
一
册　

五
倫
書　

三
十
册
／
明
史
紀
事　

二
十
四
册　

呂
東
萊
十
七
史
詳
節　

百
廿
册
／
古
今
合
璧
事

類　

百
一
册　

古
唐
詩
紀　

百
册
／
右
林
家
江
御
遺
物
／
唐
文
粹
刪　

八
册
／
右
者
高
傳
寺
江
御
遺
物
」

　

全
三
册
で
あ
る
が
、
挿
入
さ
れ
た
紙
片
に
よ
っ
て
第
一
册
と
第
三
册
が
唐
本
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
全
書
名
の
確
認
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
間
違
い
は

な
い
。
た
だ
第
二
册
に
「
和
書
上
」
の
紙
片
が
挿
入
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
唐
本
の
間
に
和
書
が
挾
ま
れ
る
譯
で
不
可
解
で
あ
る
。『
經
籍
志
』

題
簽
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
天
」「
地
」「
人
」
と
あ
る
の
は
、『
經
籍
志
』
が
こ
の
順
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
も
疑
問
で
あ

る
。
一
方
『
經
籍
志
』
は
『
芸
暉
閣
經
籍
志
』
の
題
署
を
第
一
册
よ
り
第
三
册
ま
で
、
各
册
二
カ
所
に
掲
げ
て
い
る
。
第
一
册
は
「
經
書
」
全
四

十
三
丁
冒
頭
、
次
に
「
史
書
」「
事
類
」
全
三
十
四
丁
冒
頭
に
掲
げ
、
第
二
册
は
「
經
書
」「
雜
書
」
全
六
十
九
丁
冒
頭
、
次
に
「
醫
書
」「
雜

書
」「
寫
簡
」「
舊
庫
」「
西
域
」「
雜
書
長
櫃
」
全
四
十
七
丁
冒
頭
に
掲
げ
、
第
三
册
は
「
字
書
」「
雜
書
」
全
三
十
八
丁
冒
頭
、
次
に
「
詩
文
」

「
醫
書
」「
兵
書
」「
道
書
」「
佛
書
」「
銀
鉤
書
藪
」
全
四
十
六
丁
冒
頭
に
掲
げ
る
。

　

第
二
册
を
省
い
て
一
册
か
ら
三
册
に
直
結
さ
せ
れ
ば
、
唐
本
第
一
卷
は
經
書
、
第
二
卷
は
史
書
等
（
以
上
第
一
册
）、
第
三
卷
は
字
書
等
、
第
四

卷
は
詩
文
等
（
以
上
第
三
册
）
と
な
り
、
首
尾
は
一
貫
す
る
。
各
册
の
挿
入
紙
片
も
、
第
一
册
の
「
唐
壹
番
」
に
第
三
册
の
「
唐
三
之
卷
」
が
そ

れ
ぞ
れ
の
冒
頭
の
卷
數
に
對
應
す
る
と
す
れ
ば
解
り
や
す
い
。
ま
た
第
二
册
挿
入
紙
片
「
和
書
上
」
を
經
書
を
冒
頭
と
す
る
部
位
に
あ
て
、「
和

書
下
」
を
そ
の
次
の
部
位
に
想
定
す
れ
ば
、
唐
本
四
卷
、
和
書
二
卷
の
『
經
籍
志
』
全
容
が
整
頓
で
き
そ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
本
來
の
形
は
こ
の

よ
う
で
あ
っ
た
も
の
が
、
製
本
の
時
點
で
混
亂
を
き
た
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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た
だ
和
書
部
に
な
お
「
經
書
」
に
代
表
さ
れ
る
漢
籍
が
收
め
ら
れ
て
い
る
點
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
全
て
和
刻
本
漢
籍
で
あ
る
と
想
定
す
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
問
題
と
す
る
に
足
り
な
い
。
し
か
し
こ
こ
に
收
め
ら
れ
る
書
籍
は
『
和
玉
篇
』
や
『
鎌
倉
志
』
の
よ
う
な
あ
き
ら
か
に
國
書
に
分

類
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
他
『
忠
經
諺
解
』
の
よ
う
な
漢
籍
に
邦
人
が
手
を
加
え
た
所
謂
準
漢
籍
も
あ
り
、
か
な
り
混
沌
と
し
た
狀
態
で
あ

る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
國
書
で
あ
っ
て
も
た
と
え
ば
『
古
事
記
』
の
よ
う
な
漢
文
體
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
漢
文
表
記
本
を
漢
籍
と
呼
稱
す
る

立
場
は
あ
り
う
る
の
で
、
芸
暉
閣
が
本
藩
第
三
代
鍋
島
綱
茂
の
「
觀
頤
莊
記
」
に
「
漢
庫
」
と
記
述
さ
れ
る
こ
と
と
、「
漢
庫
」
の
意
味
如
何
に

よ
っ
て
は
矛
盾
は
き
た
さ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
明
ら
か
に
假
名
本
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
『
戀
之
歌
五
十
首
』
の
よ
う
な
も
の
も
含

ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
問
題
は
多
岐
に
わ
た
り
そ
う
で
あ
る
。
後
考
に
俟
ち
た
い
。

　
『
經
籍
志
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、「
校
補
」
に
明
和
・
安
永
以
後
寬
政
三
年
以
前
と
す
る
の
を
「
江
戸
目
錄
」
に
お
い
て
「
寶
永
か
ら
享
保

頃
」
と
訂
正
し
て
い
る
の
が
妥
當
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
限
定
す
れ
ば
、
綱
茂
遺
物
の
林
家
へ
の
獻
上
が
寶
永
三
年
六
月
で
あ
る
の
で
、
こ
の
書
を

記
載
し
な
い
『
經
籍
志
』
の
成
立
は
そ
れ
以
後
と
な
る
。
一
方
芸
暉
閣
を
含
む
觀
頤
莊
（
綱
茂
造
營
の
別
墅
）
の
廢
止
は
第
四
代
吉
茂
の
時
で
あ
る

と
す
る
資
料
が
あ
り
、
吉
茂
は
享
保
十
五
年
沒
で
あ
る
の
で
、
芸
暉
閣
を
銘
打
つ
『
經
籍
志
』
成
立
下
限
が
お
お
む
ね
そ
の
頃
で
あ
る
と
す
る
の

は
妥
當
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
た
だ
資
料
に
よ
っ
て
は
享
保
末
年
ま
で
下
り
う
る
も
の
（
前
田
葉
庵
『
字
義
詳
解
』
享
保
十
七
年
・
伊
藤
伊
兵
衞
『
地
錦

抄
』
享
保
十
八
年
等
）
も
あ
り
、
成
立
の
下
限
を
享
保
末
年
ま
で
下
げ
る
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。
觀
頤
莊
廢
止
に
お
け
る
必
然
と
し
て
書
籍
の

聖
堂
へ
の
移
動
に
關
わ
っ
て
、
急
遽
編
纂
さ
れ
た
の
が
『
經
籍
志
』
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

編
纂
の
性
急
さ
に
つ
い
て
は
、『
經
籍
志
』
の
記
述
に
混
亂
が
あ
る
こ
と
に
窺
わ
れ
る
ほ
か
、
經
書
の
番
號
十
八
番
が
闕
落
し
て
い
る
の
も
そ

の
一
証
で
あ
ろ
う
。『
經
籍
志
』
を
後
補
し
た
も
の
と
い
え
る
『
聖
堂
御
藏
書
目
錄
』
も
同
番
號
を
闕
い
て
い
る
の
で
、
單
な
る
誤
記
等
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
現
物
整
理
の
番
號
自
體
に
混
亂
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
れ
ら
の
番
號
が
函
番
で
あ
る
か
、
棚
番
で
あ
る
か
、
は
た

ま
た
長
櫃
の
番
號
で
あ
る
か
等
は
定
か
で
な
い
が
、
各
番
號
に
收
藏
さ
れ
る
書
籍
册
數
の
多
寡
に
よ
れ
ば
、
長
櫃
の
可
能
性
は
高
い
。
筆
者
の
經

驗
か
ら
み
て
こ
う
し
た
當
時
の
古
書
收
納
は
お
お
む
ね
縱
長
の
木
箱
か
、
長
櫃
で
あ
る
。『
經
籍
志
』
第
二
册
雜
書
部
に
「
長
櫃
」
と
の
注
記
が
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あ
る
の
も
、
そ
の
推
測
の
根
據
に
は
な
ろ
う
。

　

な
お
、
第
二
册
寫
簡
部
お
よ
び
舊
庫
部
に
そ
れ
ぞ
れ
「
泰
盛
院
樣
御
讓
本
」
と
あ
る
の
は
、
鍋
島
藩
第
二
代
鍋
島
勝
茂
か
ら
の
讓
渡
本
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。
な
お
こ
れ
ら
以
外
に
、
醫
書
中
の
『
摘
玄
治
要
集
』『
醫
法
明
鑑
』『
日
用
食
性
』
に
も
「
泰
盛
院
樣
御
讓
」
と
の
注
記
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
書
本
」
で
、
寫
簡
は
そ
れ
自
體
が
寫
本
で
あ
ろ
う
し
、
舊
庫
も
三
十
三
點
中
二
十
六
點
が
「
書
本
」
も
し
く
は
「
假
名
書

本
」
を
注
記
す
る
。
勝
茂
書
寫
本
と
し
て
貴
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
全
て
の
讓
渡
本
を
一
括
す
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
醫
書

中
に
勝
茂
讓
渡
本
を
收
め
た
の
は
醫
書
と
い
う
特
殊
性
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
舊
庫
中
に
も
『
萬
病
解
書
』
等
四
點
の
醫
書
が
あ

り
、
い
さ
さ
か
不
統
一
さ
を
露
呈
し
て
い
る
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
「
泰
盛
院
樣
御
讓
本
」
は
「
寫
簡
」
が
四
十
七
點
、「
舊
庫
」
が
三
十
三
點
、
醫
書
の
三
點
を
加
え
て
八
十
三
點
を
數
え
る
。「
寫
簡
」
に
は
戰

國
末
期
か
ら
江
戸
初
期
動
亂
の
時
代
を
經
た
人
物
と
し
て
は
軍
記
物
や
兵
書
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
方
で
『
月
下
詩
集
』『
狂
雲
詩
集
』
等
の
明

ら
か
な
詩
集
九
點
、
あ
る
い
は
恐
ら
く
文
集
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
『
流
水
集
』『
岷
峨
集
』
等
の
集
物
十
七
點
が
あ
り
、
そ
の
他
神
道
書
・

禪
僧
語
錄
・
作
詩
文
關
係
や
尺
牘
關
係
な
ど
、
お
よ
そ
風
雅
な
嗜
好
を
窺
わ
せ
て
興
味
深
い
。「
舊
庫
」
に
つ
い
て
は
、『
義
貞
軍
記
』『
黑
田
如

水
碑
銘
寫
』
な
ど
軍
事
・
兵
事
に
關
わ
る
で
あ
ろ
う
書
名
が
散
見
す
る
ほ
か
、『
萬
病
解
書
』
等
四
點
の
醫
書
が
あ
り
、「
寫
簡
」
よ
り
は
無
骨
の

氣
が
見
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
戀
之
歌
五
十
首
』
等
が
こ
こ
に
見
え
る
の
も
一
興
で
あ
ろ
う
。
戰
國
武
士
の
文
化
志
向
と
し
て
こ
う
し
た
氣

風
が
そ
も
そ
も
あ
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
鍋
島
氏
特
有
の
家
風
と
し
て
み
る
べ
き
か
、
興
味
深
い
點
で
は
あ
る
。
藩
祖
鍋
島
直
茂
か
ら
小
城
藩

祖
元
茂
に
明
版
漢
籍
類
書
『
鼎
鐫
增
補
攷
正
註
釋
書
言
故
事
紀
林
』
が
讓
渡
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
書
籍
の
や
り
と
り
に
つ
い
て

も
、
鍋
島
藩
領
中
あ
る
い
は
領
外
で
の
他
の
事
例
を
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

二
　
唐
本
部
に
お
け
る
分
類
に
つ
い
て
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本
稿
で
は
漢
籍
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
和
書
の
混
在
す
る
第
二
册
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
、
唐
本
部
に
限
っ
て

そ
の
分
類
法
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。

　

唐
本
部
の
分
類
は
、

　
　

第
一
册　

經
書
三
百
四
十
三
點
（
含
む
『
通
志
堂
經
解
』
子
目
）・
史
書
百
三
十
八
點
・
事
類
百
二
十
七
點

　
　

第
三
册　

字
書
百
五
十
三
點
・
雜
書
百
三
十
三
點
（
叢
書
子
目
含
ま
ず
）・
詩
文
百
九
十
四
點
・
醫
書
五
十
四
點
・
兵
書
十
八
點
・
道
書
十　

　
　
　
　
　

三
點
・
佛
書
八
點
・
銀
鉤
書
藪
十
六
點

と
な
る
。
こ
の
う
ち
經
書
・
史
書
・
詩
文
は
、
四
部
分
類
の
經
部
・
史
部
・
集
部
に
該
當
す
る
が
、
子
部
は
部
立
て
さ
れ
ず
そ
の
か
わ
り
、
事

類
・
字
書
・
雜
書
・
醫
書
・
兵
書
・
道
書
・
佛
書
が
別
に
部
立
て
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
類
が
四
部
分
類
を
想
定
し
た
う
え
で
の
も
の

か
、
あ
る
い
は
全
く
獨
自
の
見
解
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
既
成
の
書
目
類
と
の
比
較
に
よ
っ
て
あ
る
程
度

の
見
通
し
を
得
た
い
と
考
え
る
。
な
お
『
經
籍
志
』
に
お
い
て
は
「
部
」
と
い
う
語
は
使
用
さ
れ
な
い
が
、
部
・
類
・
屬
の
分
類
次
元
に
從
え
ば

各
項
目
は
部
に
相
當
す
る
。

　

經
書
・
史
書
・
詩
文
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
漢
籍
が
そ
こ
に
配
當
さ
れ
る
か
は
別
と
し
て
、
部
目
の
名
稱
と
し
て
は
明
晰
で
あ
る
。
つ
ま
り

漢
籍
目
錄
の
基
本
構
造
で
あ
る
四
部
分
類
の
三
部
、
經
部
・
史
部
・
集
部
に
そ
れ
ぞ
れ
が
該
當
す
る
こ
と
に
動
搖
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
集

部
を
詩
文
と
呼
稱
す
る
前
例
は
聞
か
ず
、
劉
歆
『
七
略
』
の
詩
賦
略
、
王
儉
『
今
書
七
志
』
の
文
翰
志
、
阮
孝
緖
『
七
錄
』
の
文
集
錄
な
ど
が
や

や
近
い
が
、
そ
れ
ら
を
考
慮
に
い
れ
て
「
詩
文
」
と
命
名
し
た
と
す
る
根
據
と
し
て
は
薄
弱
で
あ
る
。
そ
こ
に
集
積
さ
れ
る
漢
籍
の
實
態
に
則
し

て
の
命
名
と
し
て
お
き
た
い
。
現
集
部
と
の
内
容
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
經
書
・
史
書
と
あ
わ
せ
て
後
に
檢
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

事
類
・
字
書
・
雜
書
・
醫
書
・
兵
書
・
道
書
・
佛
書
の
名
稱
に
つ
い
て
は
、
事
類
は
『
宋
史
』
藝
文
志
（
以
下
『
宋
志
』）
子
部
に
類
事
類
が
あ

る
の
が
近
い
が
、
こ
れ
は
他
の
目
錄
に
お
け
る
類
書
類
に
該
當
す
る
。
類
書
類
の
成
立
は
『
新
唐
書
』
藝
文
志
に
始
ま
る
。
字
書
は
文
字
に
關
わ

る
漢
籍
と
の
意
圖
で
あ
ろ
う
が
、
字
書
を
小
學
類
の
屬
目
と
し
て
訓
古
・
音
韻
と
竝
記
し
た
の
は
『
四
庫
全
書
總
目
』（
以
下
略
稱
『
總
目
』）
に
始
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ま
る
。
た
だ
こ
こ
で
い
う
字
書
が
そ
う
し
た
屬
目
と
し
て
で
は
な
く
、
部
目
と
し
て
あ
る
こ
と
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
必
然
と

し
て
字
書
の
内
容
を
擴
大
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
擴
大
の
範
囲
の
認
定
は
後
考
に
俟
ち
た
い
。
雜
書
と
い
う
部
目
は
嘗
て
な
く
、
子
部
中
に
雜
家

類
が
あ
っ
て
來
歷
は
『
七
略
』
諸
子
略
の
雜
家
に
ま
で
遡
る
。
た
だ
『
經
籍
志
』
の
雜
書
が
そ
れ
に
該
當
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
項

目
中
の
漢
籍
の
實
態
調
査
が
必
然
で
あ
る
。
醫
書
お
よ
び
兵
書
の
部
立
て
は
『
七
略
』
の
方
技
略
・
兵
書
略
に
始
ま
り
、
技
術
的
部
目
と
し
て
六

藝
・
諸
子
・
詩
賦
に
對
置
さ
れ
る
が
、
現
今
の
四
部
分
類
で
は
子
部
の
一
類
と
し
て
の
位
置
付
け
と
な
る
。『
經
籍
志
』
で
は
こ
れ
ら
が
經
書
・

史
書
・
詩
文
と
竝
置
さ
れ
る
の
は
『
七
略
』
の
部
立
て
に
近
い
。
道
書
・
佛
書
の
部
立
て
は
『
七
錄
』
の
仙
道
錄
・
佛
法
錄
、『
隋
書
』
經
籍
志

の
道
教
部
・
佛
教
部
の
部
立
て
に
該
當
す
る
が
、
現
今
四
部
分
類
で
は
い
ず
れ
も
子
部
の
道
家
類
・
釋
家
類
と
し
て
の
位
置
付
け
で
あ
る
。

　

銀
鉤
書
藪
は
篆
刻
關
係
漢
籍
を
特
化
し
て
、
一
部
に
ま
と
め
た
も
の
で
何
ら
か
特
別
の
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
を
圖
示
す
る
と
左
圖
の
よ
う
に
な
ろ
う
。（
經
籍
志
は
本
來
總
目
の
前
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
比
較
の
便
諠
上
末
尾
に
置
い
て
あ
る
）

　

こ
れ
ら
を
總
括
す
る
と
、『
經
籍
志
』
で
子
部
が
消
滅
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
該
當
す
る
部
目
は
儒
家
類
を
除
い
て
事
類
以
下
の
七
部
と

七
略

　
　六
藝
略

　諸
子
略

　詩
賦
略

　兵
書
略

　術
數
略

　方
技
略

　輯
略

七
錄

　
　經
典
錄

　紀
傳
錄

　子
兵
錄

　技
術
錄

　仙
道
錄

　佛
法
錄

　文
集
錄

隋
志

　
　經
部

　
　史
部

　
　子
部

　
　
　
　
　
　道
教
部

　佛
教
部

　集
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　唐
志
子
部
類
書
類

總
目

　
　經
部

　
　史
部

　
　子
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　集
部

經
籍
志

　經
書

　
　史
書

　
　詩
文

　事
類

　字
書

　雜
書

　醫
書

　兵
書

　道
書

　佛
書

　銀
鉤
書
藪
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し
て
獨
立
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
實
態
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
何
ら
か
の
意
圖
に
基

づ
く
も
の
な
の
か
、
各
部
に
配
當
さ
れ
る
漢
籍
を
具
體
的
に
檢
討
す
る
こ
と
で
、『
經
籍
志
』
に
お
け
る
分
類
の
實
態
に
迫
り
た
い
と
思
う
。

　

な
お
『
總
目
』
の
完
成
は
乾
隆
四
十
七
年
と
さ
れ
、
我
が
國
の
天
明
二
年
に
當
た
り
、
當
然
の
こ
と
、『
總
目
』
の
名
は
『
經
籍
志
』
中
に
は

み
え
ず
、『
經
籍
志
』
編
纂
の
下
限
を
極
力
引
き
下
げ
た
と
し
て
も
、『
總
目
』
を
參
考
す
る
手
立
て
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
樣
に
『
明

史
』
は
乾
隆
四
年
の
完
成
で
、
我
が
國
の
元
文
四
年
に
當
た
る
。『
經
籍
志
』
の
成
立
の
想
定
さ
れ
る
享
保
末
年
に
近
い
が
、
な
お
舶
載
に
至
る

推
定
時
間
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
を
參
考
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
無
理
の
可
能
性
が
高
い
。
因
み
に
『
經
籍
志
』
に
は
『
明
史
』
の
記
載
も
無

い
。

三
　
各
項
目
に
お
け
る
漢
籍
（
經
書
）
に
つ
い
て

　

ま
ず
經
書
に
つ
い
て
、
第
一
册
冒
頭
に
「
芸
暉
閣
經
籍
志
」
と
題
し
、
次
行
に
「
經
書
」
と
し
て
第
三
行
か
ら
書
名
を
列
記
す
る
。
冒
頭
一
番

か
ら
三
番
ま
で
は
『
通
志
堂
經
解
』
ほ
ぼ
全
部
を
掲
げ
る
が
、
子
目
の
順
序
は
混
亂
し
て
い
る
。
な
か
で
も
唐
本
四
書
類
に
つ
い
て
は
、
經
解
本

を
除
い
て
も
八
十
五
點
を
數
え
、
加
賀
前
田
氏
の
支
藩
大
聖
寺
藩
舊
藏
本
に
お
け
る
唐
本
四
書
類
約
九
十
點
に
迫
る
量
を
持
つ
點
、
特
筆
に
値
し

よ
う
。
大
聖
寺
本
と
重
複
す
る
も
の
が
十
二
點
で
あ
れ
ば
、
百
六
十
三
點
の
四
書
文
獻
が
舶
載
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
文
政
初
期
鈔
本
で
あ
る

『
林
家
書
目
』（
内
閣
文
庫
藏
）
中
の
四
書
類
漢
籍
が
、
和
刻
本
を
含
め
て
百
四
十
八
點
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
唐
本
四
書
文
獻
へ
の
地
方
大

名
の
關
心
の
高
さ
が
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
四
書
類
に
限
ら
ず
漢
籍
全
般
へ
の
關
心
と
し
て
、
鍋
島
本
藩
收
集
漢
籍
千
二
百
七
十
九
點

と
い
う
成
果
と
な
っ
て
現
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
各
部
に
配
當
さ
れ
た
漢
籍
へ
の
認
識
を
檢
討
す
る
資
料
の
多
さ
と
い
う
利
點
と
も
な
り
、
本
稿
に

お
け
る
以
下
の
檢
討
に
量
的
信
頼
度
を
高
め
る
結
果
と
も
な
ろ
う
。
全
三
百
六
十
五
點

　

以
下
、『
經
籍
志
』
經
書
に
お
い
て
本
來
經
部
に
分
類
さ
れ
る
漢
籍
以
外
の
漢
籍
を
、
四
部
分
類
別
に
抽
出
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。　
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編
入
書
詳
細

　
　
　
　

史
部
雜
史
類　
　
　
『
國
語
』『
國
語
・
戰
國
策
』『
國
語
旁
訓
』『
國
語
文
皈
』
五
點

　
　
　
　

史
部
詔
令
奏
議
類　
『
朱
子
奏
議
』
一
點

　
　
　
　

史
部
傳
記
類　
　
　
『
春
秋
列
傳
』『
孔
子
闕
里
志
』『
闕
里
書
』『
闕
里
廣
志
』『
孔
聖
全
書
』『
孔
門
傳
道
錄
』『
聖
學
宗
傳
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
朱
文
公
年
譜
』『
朱
子
實
記
』『
周
濂
溪
志
』
十
點

　
　
　
　

史
部
地
理
類　
　
　
『
考
亭
志
』
一
點

　
　
　
　

史
部
政
書
類　
　
　
『
頖
宮
禮
樂
疏
』
二
部
二
點

　
　
　
　

史
部
史
評
類　
　
　
『
讀
書
鏡
』
一
點

　
　
　
　

子
部
儒
家
類　
　
　
『
性
理
大
全
彙
要
』『
大
學
衍
義
補
纂
要
』『
大
學
衍
義
』『
大
學
衍
義
補
』『
性
理
節
要
』『
聖
學
心
法
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
小
學
存
是
詳
註
』『
孝
經
・
忠
經
』『
孝
經
衍
義
』『
性
理
大
全
』
三
部
『
孔
子
家
語
』『
儒
宗
理
要
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
性
理
諸
家
解
』『
朱
子
語
畧
』『
性
理
大
全
標
題
捷
覽
』『
近
思
錄
』『
聖
學
十
圖
』『
太
極
圖
説
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
教
家
要
畧
』『
五
子
懼
承
錄
』『
性
理
彙
編
』
二
十
三
點

　
　
　
　

子
部
醫
家
類　
　
　
『
性
命
圭
旨
（
此
書
當
入
道
書
）』『
性
命
圭
旨
定
本
（
同
）』
二
點

　
　
　
　

子
部
術
數
類　
　
　
『
易
林
』『
易
冒
（
此
書
當
入
雜
考
）』
二
點

　
　
　
　

子
部
雜
家
類　
　
　
『
養
正
圖
解
』
二
部
『
時
習
新
知
』『
理
學
就
正
言
』『
千
一
疏
』
五
點

　
　
　
　

集
部
別
集
類　
　
　
『
朱
子
大
全
私
鈔
』『
朱
子
大
全
』『
龜
山
先
生
集
』『
陸
象
山
集
』『
吳
臨
川
集
』『
豫
章
文
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
眞
西
山
全
集
』『
陽
明
先
生
全
書
』『
蔡
虛
齋
集
』『
尹
和
靖
文
集
』『
司
馬
文
正
公
集
』『
朱
子
遺
書
』
十
二
點

と
な
る
。
次
に
こ
れ
ら
を
四
部
分
類
に
お
け
る
位
置
付
け
と
、『
經
籍
志
』
に
お
け
る
位
置
付
け
の
關
係
性
に
つ
い
て
檢
討
し
て
み
た
い
。
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史
部
雜
史
類
は
す
べ
て
『
國
語
』
に
關
連
し
て
い
る
。『
戰
國
策
』
の
み
は
別
で
あ
る
が
、『
國
語
』
と
合
本
の
た
め
一
項
目
と
し
て
記
述
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
國
語
』
は
春
秋
時
代
列
國
の
記
錄
を
集
成
し
た
形
を
取
り
、『
春
秋
』
と
重
な
る
文
獻
と
し
て
、『
春
秋
外
傳
』
の
別
稱
を

持
つ
。
そ
の
點
が
『
經
籍
志
』
で
經
部
に
配
列
さ
れ
た
根
據
で
あ
ろ
う
。
以
下
『
國
語
旁
訓
』『
國
語
文
皈
』
い
ず
れ
も
同
一
の
扱
い
で
あ
る
。

た
だ
四
部
分
類
で
『
國
語
』
が
經
書
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
の
は
、『
春
秋
』
の
持
つ
微
言
大
義
と
い
っ
た
極
め
て
思
想
性
の
高
い
要
素
を
『
國

語
』
が
持
た
ず
、『
春
秋
外
傳
』
の
呼
稱
も
輕
率
な
も
の
と
の
判
斷
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。『
四
庫
全
書
提
要
』（
以
下
『
提
要
』）
國
語
に
「
附
之

於
經
、
於
義
未
允
」
と
い
う
所
以
で
あ
る
。

　

史
部
詔
令
奏
議
類
は
『
朱
子
奏
議
』
一
書
で
、
内
閣
に
『
重
鋟
文
公
先
生
奏
議
』
明
朱
吾
弼
編
と
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
詔
令
奏
議
類
の
設
定

は
『
直
齋
書
錄
解
題
』『
文
獻
通
考
』
經
籍
考
な
ど
に
み
え
る
が
、
い
ず
れ
も
集
部
に
屬
す
る
。
史
部
に
入
る
の
は
『
總
目
』
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
を
經
部
に
配
置
す
る
の
は
、
朱
子
と
い
う
人
物
の
評
價
に
に
關
わ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
史
部
傳
記
類
や
子
部
儒
家
類
、
さ
ら
に
は

集
部
別
集
類
な
ど
に
み
え
る
宋
學
關
係
書
全
體
を
卷
き
込
ん
で
鮮
明
に
現
れ
る
事
例
で
あ
る
。

　

史
部
傳
記
類
は
評
價
が
複
數
に
分
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。『
春
秋
列
傳
』
明
劉
節
編
は
思
想
書
と
し
て
の
『
春
秋
』
で
は
な
く
、
春
秋
時
代
の

人
物
傳
に
重
心
を
置
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
、
こ
れ
を
經
書
と
す
る
の
は
書
名
の
關
連
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
孔
子
闕
里
志
』
明
孔
貞
叢
撰
か
・

『
闕
里
書
』
明
沈
朝
陽
撰
・『
闕
里
廣
志
』
淸
宋
際
等
編
・『
孔
聖
全
書
』
明
蔡
復
賞
撰
・『
孔
門
傳
道
錄
』
明
張
朝
瑞
撰
は
、
孔
子
そ
の
人
に
關
わ

る
傳
記
資
料
で
あ
る
。『
聖
學
宗
傳
』
明
周
汝
登
編
は
、『
提
要
』
に
「
合
儒
釋
而
會
通
之
」
と
い
い
、
ま
た
伏
羲
か
ら
朱
子
系
陸
九
淵
系
ま
で
の

正
系
を
圖
示
し
、
儒
學
全
體
に
わ
た
る
學
系
に
關
わ
る
書
で
あ
る
と
い
う
。『
朱
文
公
年
譜
』
明
李
黙
編
は
内
閣
二
册
本
が
册
數
と
し
て
該
當

し
、『
朱
子
實
記
』
明
戴
銑
撰
い
ず
れ
も
朱
子
の
事
跡
に
關
わ
る
文
獻
で
あ
る
。『
周
濂
溪
志
』
は
『
經
籍
志
』
に
「
明
北
地
李
楨
纂
」
と
あ
る
の

で
『
提
要
』
の
李
楨
撰
『
濂
溪
志
』
の
こ
と
で
あ
る
。「
雖
以
濂
溪
爲
名
、
列
乎
地
志
、
實
則
述
周
子
之
事
實
」
と
い
う
。
宋
學
全
般
へ
の
評
價

に
關
わ
る
事
例
で
あ
る
。

　

史
部
地
理
類
は
『
考
亭
志
』
明
朱
世
澤
撰
の
一
書
で
あ
る
。
考
亭
は
福
建
建
陽
の
別
稱
で
、
嘗
て
朱
子
が
此
處
に
居
り
考
亭
を
別
號
と
し
た
こ
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と
に
關
わ
る
。

　

史
部
政
書
類
は
『
頖
宮
禮
樂
疏
』
明
李
之
藻
撰
の
一
書
で
あ
る
。
頖
宮
は
諸
侯
の
學
宮
を
指
し
、
當
所
で
の
諸
禮
を
述
べ
て
『
大
明
會
典
』
の

闕
を
補
す
る
も
の
と
い
う
。
史
部
政
書
に
配
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。『
經
籍
志
』
が
經
書
に
入
れ
る
の
は
禮
樂
と
い
う
名
稱
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。

　

史
部
史
評
類
は
『
讀
書
鏡
』
明
陳
繼
儒
撰
の
一
書
で
あ
る
。『
提
要
』
に
古
今
の
人
物
事
跡
を
擧
げ
て
「
使
學
者
得
以
古
證
今
、
通
達
世
事
」

と
い
う
。「
鏡
」
と
い
う
の
は
「
通
鑑
」
同
樣
歷
史
を
鏡
と
み
る
發
想
で
あ
る
。

　

子
部
儒
家
類
は
も
っ
と
も
部
數
多
く
、
數
種
の
特
性
に
區
分
で
き
よ
う
。『
孔
子
家
語
』
は
闕
里
關
係
文
獻
と
同
質
の
孔
子
尊
崇
の
意
圖
に
よ

る
經
部
配
當
で
あ
ろ
う
。

　
『
性
理
大
全
』
明
胡
廣
等
奉
勅
撰
三
部
『
性
理
大
全
彙
要
』
編
者
不
明
『
性
理
大
全
標
題
捷
覽
』
編
者
不
明
『
性
理
諸
家
解
』『
性
理
節
要
』

『
性
理
彙
編
』
明
費
余
懐
編
、
以
上
八
點
は
宋
學
の
本
筋
と
も
い
え
る
性
理
學
に
特
化
し
た
も
の
、『
大
學
衍
義
』
宋
眞
德
秀
撰
・『
大
學
衍
義

補
』
明
丘
濬
撰
・『
大
學
衍
義
補
纂
要
』
明
徐
栻
編
は
、『
大
學
』
の
名
を
冠
し
て
綱
目
を
立
て
、
經
史
先
儒
の
論
を
引
い
て
撰
者
の
思
想
倫
理
を

開
陳
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
不
足
の
部
分
を
增
補
し
た
も
の
で
あ
り
、『
孝
經
衍
義
』
淸
葉
方
藹
等
奉
勅
撰
は
、『
提
要
』
に
『
大
學
衍
義
』

に
倣
っ
て
「
孝
治
之
淵
源
、
聖
功
之
繼
述
、
樞
要
具
在
」
し
た
も
の
と
い
う
。
經
學
文
獻
の
名
を
冠
す
る
も
そ
の
註
釋
で
は
な
く
、
そ
こ
に
儒
學

總
括
の
論
を
展
開
す
る
故
に
、
本
來
經
部
で
は
な
く
子
部
儒
家
類
に
配
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
經
籍
志
』
で
は
、
そ
の
書
名
を
重
ん
じ
て
經
部

に
配
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
小
學
存
是
詳
註
』
明
陳
選
撰
は
、
初
學
者
の
た
め
の
倫
理
教
育
の
手
引
き
書
で
あ
り
、
經
部
類
目
の
名
と
の
關
連
に
よ
っ
て
經
部
小
學
類
に

配
當
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
初
學
者
む
け
の
啓
蒙
的
性
格
を
持
つ
文
獻
を
、
本
來
は
文
字
學
中
心
の
經
部
小
學
類
に
配
す
る
結
果
を
招
來
し

た
。
讀
者
に
初
學
者
を
想
定
す
る
意
味
で
は
、『
孝
經
』
の
内
容
と
も
連
携
し
う
る
と
の
判
斷
も
可
能
で
あ
ろ
う
。『
忠
經
』
は
、『
提
要
』
に

『
孝
經
』
に
な
ぞ
ら
え
て
編
輯
さ
れ
た
も
の
で
、
忠
孝
思
想
の
發
展
に
關
わ
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。『
經
籍
志
』
で
は
『
小
學



肥前鍋島藩における漢籍の受容

— 93 —

存
是
詳
註
』『
孝
經
』『
忠
經
』
の
三
書
を
一
項
目
に
入
れ
て
お
り
、
啓
蒙
的
三
書
合
册
本
と
い
え
よ
う
。
尊
經
閣
に
『
孝
經
忠
經
存
是
詳
註
』
が

あ
る
。

　
『
聖
學
心
法
』
明
成
祖
撰
は
、『
提
要
』
に
君
臣
父
子
の
道
を
經
史
子
集
か
ら
抜
粹
し
て
説
い
た
も
の
と
い
い
、『
教
家
要
畧
』
明
姚
儒
編
は
啓

蒙
書
と
し
て
家
訓
や
勸
善
書
等
か
ら
抜
粹
し
た
類
い
の
文
獻
で
あ
ろ
う
。『
提
要
』
子
部
雜
家
に
同
系
と
思
わ
れ
る
『
教
家
類
纂
』
が
あ
る
。

　
『
儒
宗
理
要
』
淸
張
能
鱗
撰
は
、
宋
の
五
子
（
周
敦
頤
・
張
載
・
程
顥
・
程
頤
・
朱
熹
）
の
著
述
を
分
類
編
輯
し
た
も
の
で
、『
提
要
』
に
「
別
無
發

明
」
と
い
う
。『
五
子
懼
承
錄
』
淸
黃
馨
原
撰
は
前
書
同
樣
五
子
の
著
述
を
選
擇
し
て
編
輯
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
金
谿
・
姚
江
・
釋
氏
の
學
に

つ
い
て
も
附
錄
す
る
。『
聖
學
十
圖
』
朝
鮮
李
滉
撰
は
、
宋
學
の
命
題
を
李
滉
が
圖
示
し
て
解
説
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
全
て
宋
學
關
連
文
獻

で
あ
る
。

　
『
朱
子
語
畧
』『
近
思
錄
』
の
二
書
は
言
う
ま
で
も
無
く
朱
熹
の
文
獻
で
あ
る
。

　
『
太
極
圖
説
論
』
淸
王
嗣
槐
撰
は
、
天
道
・
人
道
を
老
子
説
を
引
い
て
説
く
も
の
で
、
純
粹
の
宋
學
で
は
な
い
が
、
周
敦
頤
『
太
極
圖
』
に
關

連
し
て
記
錄
さ
れ
る
。

　

子
部
醫
家
類
の
『
性
命
圭
旨
』
宋
尹
淸
和
撰
・『
性
命
圭
旨
定
本
』
明
誰
醒
撰
は
、
い
ず
れ
も
『
經
籍
志
』
に
「
此
書
當
入
道
書
」
と
書
き
入

れ
が
あ
り
、
經
書
扱
い
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
に
記
錄
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
の
は
、
訂
正
す
る
余
裕
の
無
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る

の
で
あ
る
。
た
だ
當
初
經
部
に
配
置
し
た
理
由
と
し
て
は
、「
性
命
」
の
語
に
宋
學
的
風
氣
を
意
識
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
推
測
に
過
ぎ

る
で
あ
ろ
う
か
。（
な
お
『
經
籍
志
』
道
書
に
『
性
命
圭
旨
全
書
』
が
あ
る
）

　

子
部
術
數
類
は
『
易
林
』
漢
焦
贛
撰
・『
易
冒
』
淸
程
良
玉
撰
の
二
點
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
周
易
』
と
は
異
な
る
占
術
書
で
あ
り
、
經
部
に

は
該
當
し
な
い
。『
易
冒
』
に
は
「
此
書
當
入
雜
考
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
も
の
の
、
未
訂
正
で
あ
る
。

　

子
部
雜
家
類
『
養
正
圖
解
』
明
焦
竑
撰
二
部
は
、
焦
氏
が
皇
子
講
官
の
時
、
善
言
德
行
を
諸
書
か
ら
採
錄
し
て
絵
圖
を
付
し
て
説
い
た
も
の

で
、
教
育
書
で
あ
る
。『
時
習
新
知
』
明
郝
敬
撰
は
、
朱
子
學
の
格
物
窮
理
を
非
と
し
、
他
の
宋
學
派
も
列
擧
し
て
批
判
す
る
。
陽
明
學
系
の
書
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と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
理
學
就
正
言
』
淸
祝
文
彦
撰
は
、
儒
道
同
源
と
し
孔
老
を
合
體
せ
し
め
よ
う
と
す
る
。
本
書
を
經
學
に
配
置
す
る
に

つ
い
て
は
、「
理
學
」
の
語
に
判
斷
の
基
準
を
置
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
違
和
感
は
あ
る
。『
千
一
疏
』
明
程
涓
撰
は
、
全
書
を
化
理
・
輿
地
・
學

詮
等
二
十
二
項
目
に
分
け
、
各
項
ご
と
に
説
明
を
加
え
た
も
の
で
、
特
に
經
學
關
係
を
特
徵
付
け
る
素
因
は
見
い
だ
し
に
く
い
。
雜
家
類
こ
そ
ふ

さ
わ
し
い
が
、
各
項
目
の
説
明
が
懇
切
で
初
學
者
の
た
め
に
効
果
あ
り
と
す
る
に
し
て
も
、
經
書
に
配
當
す
る
の
は
こ
じ
つ
け
の
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
な
お
本
書
は
記
述
に
「
狂
虜
」「
戎
虜
」
等
の
蔑
稱
が
み
ら
れ
、
全
燬
書
と
認
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

集
部
別
集
類
は
全
十
二
點
で
あ
る
。『
朱
子
大
全
私
鈔
』・『
朱
子
大
全
』・『
朱
子
遺
書
』
三
書
全
宋
朱
熹
撰
・『
龜
山
先
生
集
』
宋
楊
時
撰
・

『
陸
象
山
集
』
宋
陸
九
淵
撰
・『
尹
和
靖
文
集
』
宋
尹
焞
撰
・『
司
馬
文
正
公
集
』
宋
司
馬
光
撰
・『
眞
西
山
全
集
』
宋
眞
德
秀
撰
・『
豫
章
文
集
』

宋
羅
從
彦
撰
、
こ
こ
ま
で
が
宋
代
の
名
人
文
集
で
あ
る
が
、
特
に
所
謂
宋
學
に
關
わ
る
人
物
と
し
て
は
、
楊
時
が
二
程
に
師
事
し
、
尹
焞
は
伊
川

に
私
淑
し
、
羅
從
彦
は
楊
時
に
事
え
、
眞
德
秀
は
程
朱
學
を
墨
守
し
た
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
よ
う
。
陸
九
淵
は
朱
熹
と
は
相
對
し
て
異
説
あ
り
、
司

馬
光
は
朱
子
と
の
特
別
の
關
係
は
な
い
。
元
明
の
文
獻
は
以
下
の
三
點
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
吳
臨
川
集
』
は
朱
陸
の
學
を
治
め
た
と
い
わ
れ
る

元
吳
澄
の
撰
、『
蔡
虚
齋
集
』
は
濂
洛
關
閩
の
學
を
極
め
た
と
さ
れ
る
明
蔡
淸
の
撰
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
が
お
お
む
ね
宋
學
（
や
や
異
質
な
人
物
も

含
ま
れ
る
が
）
關
係
の
名
人
で
あ
る
。『
陽
明
先
生
全
書
』
明
王
守
仁
撰
は
陽
明
學
文
獻
で
、
宋
學
と
は
相
對
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
『
經
籍

志
』
の
記
述
に
お
い
て
、
宋
學
以
外
の
思
想
系
統
を
拒
絶
し
な
い
點
い
か
に
も
獨
特
な
態
度
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

以
下
に
こ
れ
ま
で
檢
討
し
た
各
書
の
傾
向
別
の
一
覽
を
示
し
て
お
く
。
＊
は
二
分
野
に
渉
る
も
の

　

經
書
と
の
直
接
的
關
係

　
　
　

經
書
の
内
容
と
の
關
連

　
　
　
　
　
『
國
語
』『
國
語
・
戰
國
策
』『
國
語
旁
訓
』『
國
語
文
皈
』
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經
書
の
名
稱
と
の
類
似

　
　
　
　
　
『
春
秋
列
傳
』『
頖
宮
禮
樂
疏
』『
易
林
』『
易
冒
』『
大
學
衍
義
』『
大
學
衍
義
補
』『
大
學
衍
義
補
纂
要
』『
孝
經
衍
義
』 

　
　
　

經
部
類
目
の
名
稱
と
の
類
似

　
　
　
　
　
『
小
學
存
是
詳
註
』
＊

　

孔
子
尊
崇
の
立
場

　
　
　
　
　
『
孔
子
闕
里
志
』『
闕
里
書
』『
闕
里
廣
志
』『
孔
聖
全
書
』『
孔
門
傳
道
錄
』『
聖
學
宗
傳
』『
孔
子
家
語
』

　

朱
熹
尊
崇
の
立
場

　
　
　
　
　
『
朱
子
奏
議
』『
朱
文
公
年
譜
』『
朱
子
實
記
』『
考
亭
志
』『
朱
子
語
畧
』『
近
思
錄
』『
朱
子
大
全
私
鈔
』『
朱
子
大
全
』

　
　
　
　
　
『
朱
子
遺
書
』

　

宋
學
尊
崇
の
立
場

　
　
　

性
理
學
關
係

　
　
　
　
　
『
性
理
大
全
』『
性
理
節
要
』『
性
理
大
全
彙
要
』『
性
理
諸
家
解
』『
性
理
大
全
標
題
捷
覽
』『
性
理
彙
編
』

　
　
　

性
理
名
稱
類
似
書

　
　
　
　
　
『
理
學
就
正
言
』
＊
『
性
命
圭
旨
』『
性
命
圭
旨
定
本
』

　
　
　

宋
學
一
般  

　
　
　
　
　
『
儒
宗
理
要
』『
聖
學
十
圖
』『
五
子
懼
承
錄
』

　
　
　

宋
學
人
物
お
よ
び
繼
承
人
物

　
　
　
　
　
『
周
濂
溪
志
』『
龜
山
先
生
集
』『
豫
章
文
集
』『
尹
和
靖
文
集
』『
眞
西
山
全
集
』『
司
馬
文
正
公
集
』『
吳
臨
川
集
』『
蔡
虚
齋
集
』

　
　
　

宋
學
批
判
派
・
儒
學
別
派
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『
陸
象
山
集
』『
陽
明
先
生
全
書
』　
『
太
極
圖
説
論
』『
時
習
新
知
』『
理
學
就
正
言
』
＊

　

儒
學
一
般

　
　
　

教
育
書
或
い
は
勸
善
書
系　

そ
の
他

　
　
　
　
　
『
聖
學
心
法
』『
教
家
要
畧
』 『
養
正
圖
解
』『
小
學
存
是
詳
註
』
＊

　
　
　

人
物
批
評 

　
　
　
　
　
『
讀
書
鏡
』

　

雜
學

　
　
　
　
　
『
千
一
疏
』

四
　
各
項
目
に
お
け
る
漢
籍
（
史
書
）
に
つ
い
て

　

第
一
册
四
十
四
丁
表
三
行
～
六
十
一
丁
表
三
行
は
史
書
で
あ
る
。

　

冒
頭
一
番
～
七
番
は
正
史
『
十
七
史
（
崇
禎
版
汲
古
閣
本
）』『
二
十
一
史
（
明
南
監
本
）』
の
二
種
、
こ
れ
以
降
は
以
下
に
示
す
十
點
以
外
は
す
べ

て
史
部
書
で
、
類
目
と
し
て
は
編
年
・
紀
事
本
末
・
別
史
・
史
鈔
・
傳
記
・
政
書
・
詔
令
奏
議
・
雜
史
・
地
理
・
史
評
・
職
官
に
わ
た
る
。
詔
令

奏
議
や
紀
事
本
末
等
の
類
目
も
取
ら
れ
て
い
る
點
、
注
目
に
値
し
よ
う
。
奏
議
關
係
文
獻
が
史
部
に
類
立
て
さ
れ
る
の
は
『
總
目
』
か
ら
で
、

『
遂
初
堂
書
目
』
章
奏
類
・『
直
齋
書
錄
解
題
』
詔
令
類
お
よ
び
奏
議
類
・『
文
獻
通
考
』
章
奏
類
は
す
べ
て
集
部
の
類
立
て
で
あ
り
、『
明
史
』
藝

文
志
（
以
下
『
明
志
』）
に
い
た
っ
て
は
類
立
て
そ
の
も
の
が
な
く
、
集
部
別
集
類
お
よ
び
總
集
類
に
混
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
紀
事
本
末
類
は

『
總
目
』
史
部
に
お
い
て
創
始
さ
れ
た
類
目
で
あ
り
、『
明
志
』
に
お
い
て
は
正
史
類
通
史
の
屬
に
配
當
さ
れ
て
い
る
。
通
史
は
『
資
治
通
鑑
』
の

よ
う
な
歴
代
の
編
年
史
や
、
明
代
以
前
の
史
書
を
想
定
し
て
お
り
、
馮
琦
『
宋
史
紀
事
本
末
』
や
陳
邦
瞻
『
元
史
紀
事
本
末
』
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
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れ
過
去
の
國
號
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
通
史
の
屬
に
配
當
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、『
經
籍
志
』
が
『
總
目
』
を
參
考
し
て
い
な
い
こ
と
は
ほ
ぼ
確
實
で
あ
る
の
で
、
な
か
で
も
總
義
類
を
史
書
に
配
當

し
た
に
つ
い
て
は
『
經
籍
志
』
編
者
の
見
識
に
よ
る
と
い
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
因
み
に
『
經
籍
志
』
に
は
『
明
史
』
の
記
載
も
な
く
、『
明

志
』
を
參
考
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
史
書
に
お
い
て
は
、
經
書
に
較
べ
て
他
の
部
目
が
混
入
す
る
割
合
が
極
め
て
低
い

こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
全
百
三
十
八
點

　

史
書
に
配
當
さ
れ
る
史
部
以
外
の
文
獻
を
抽
出
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。（　

）
は
『
提
要
』
に
な
い
類
立
て　

以
下
同

　

編
入
書
詳
細

　
　
　

子
部
儒
家
類　
　
　
　
『
劉
向
説
苑
』『
鹽
鐵
論
』『
經
世
大
訓
』『
古
今
女
範
』
四
點

　
　
　

子
部
雜
家
類　
　
　
　
『
天
祿
閣
寓
言
外
史
』『
漢
魏
別
解
』
二
點

　
　
　

子
部
類
書
類　
　
　
　
『
經
濟
類
編
』
一
點

　
　
　
（
集
部
戲
曲
小
説
類
）　
『
三
國
志
演
義
』
二
點

　
　
　

集
部
總
集
類　
　
　
　
『
古
今
女
史
』
一
點

　

子
部
儒
家
類
に
つ
い
て
は
、『
劉
向
説
苑
』
漢
劉
向
撰
は
先
哲
賢
人
の
逸
話
を
集
め
た
も
の
、『
鹽
鐵
論
』
漢
桓
寬
撰
は
、
漢
代
鹽
鐵
の
政
策
に

關
連
し
た
儒
教
倫
理
に
も
と
づ
く
論
説
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
史
的
記
述
を
含
む
故
に
史
書
に
配
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
兩
書
と
も
『
漢
書
』
藝
文

志
に
お
い
て
旣
に
儒
家
に
配
當
さ
れ
て
い
る
。『
經
世
大
訓
』
明
余
祜
編
は
、
人
主
・
宗
室
か
ら
學
校
・
科
擧
・
賦
税
・
財
用
・
刑
罰
・
兵
制
に

至
る
經
世
に
關
わ
る
論
説
を
、
お
お
む
ね
『
朱
子
文
集
』『
朱
子
語
類
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
類
書
的
な
形
式
で
も
あ
り
、
初
學
衆
人

に
便
な
ら
ん
と
し
た
も
の
と
い
う
も
の
の
、『
總
目
』
分
類
の
政
書
類
に
近
い
内
容
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。『
古
今
女
範
』
明
黃
希
周
等
撰
は
、
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聖
后
・
母
儀
・
孝
女
・
賢
女
・
辯
女
・
文
女
・
貞
女
・
烈
女
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
挿
圖
一
葉
を
加
え
て
女
性
の
模
範
を
解
説
し
た
も
の
で
あ

る
。
古
今
の
女
性
を
取
り
上
げ
る
點
、
儒
教
倫
理
を
意
識
し
た
女
性
史
と
も
い
え
る
内
容
で
あ
る
。

　

子
部
雜
家
類
に
つ
い
て
は
、『
天
祿
閣
寓
言
外
史
』
漢
黃
憲
撰
は
『
提
要
』
に
明
人
王
逢
年
の
偽
託
書
で
、『
左
傳
』『
國
語
』『
史
記
』
等
に
文

を
混
入
し
て
郡
學
に
お
い
て
誦
習
せ
し
め
た
と
あ
る
『
天
祿
閣
外
史
』
の
こ
と
で
あ
る
。『
史
記
』
は
無
論
の
こ
と
、『
左
傳
』『
國
語
』
は
『
經

籍
志
』
で
は
い
ず
れ
も
經
部
に
配
當
さ
れ
る
も
の
の
、
本
文
は
編
年
體
史
書
の
體
裁
を
と
る
も
の
で
あ
る
。『
漢
魏
別
解
』
明
黃
澍
等
編
は
同
じ

く
『
提
要
』
に
『
吳
越
春
秋
』
を
始
め
と
し
て
六
朝
諸
家
文
集
か
ら
採
錄
す
る
も
の
の
、「
一
槪
濫
收
、
殊
失
鑒
別
」
と
い
い
『
天
祿
閣
外
史
』

を
同
樣
の
一
例
と
し
て
掲
げ
る
。
兩
書
と
も
に
史
部
文
獻
を
内
容
に
含
む
故
の
配
當
と
思
わ
れ
る
が
、
各
書
そ
れ
自
體
は
疑
問
の
殘
る
文
獻
で
あ

る
。

　

子
部
類
書
類
に
配
當
さ
れ
る
『
經
濟
類
編
』
明
馮
琦
撰
は
、
帝
王
・
政
治
・
財
賦
・
刑
法
等
政
治
經
濟
關
係
の
類
目
を
設
け
、
各
類
目
下
に
君

道
・
君
德
・
帝
號
（
帝
王
類
）
等
の
項
目
を
置
き
、
各
種
文
獻
か
ら
の
關
連
記
述
を
配
す
る
。
こ
の
形
式
は
い
う
ま
で
も
な
く
類
書
の
體
裁
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
史
書
に
配
當
し
た
の
は
、
そ
こ
に
列
擧
さ
れ
る
類
目
が
政
書
類
に
近
似
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
本
書
に
は
禮
儀
・
樂
と
い
っ
た
經
學
分
野
、
武
功
・
邊
塞
と
い
っ
た
兵
學
分
野
、
天
・
地
・
人
倫
・
道
術
そ
の
他
の
一
般
的
類
目
も
付
隨
し
て

お
り
、
類
書
の
性
格
が
主
と
な
っ
て
史
書
と
し
て
の
性
格
は
薄
い
。

　

集
部
戲
曲
小
説
類
は
、『
三
國
志
演
義
』
明
羅
本
撰
を
二
點
配
當
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
書
が
通
俗
小
説
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
三

國
志
』
と
い
う
正
史
文
獻
と
の
共
有
す
る
名
稱
に
引
か
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

　

集
部
總
集
類
の
『
古
今
女
史
』
明
趙
世
杰
編
は
、
賦
・
文
・
序
・
傳
等
三
十
一
種
の
文
體
を
掲
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
古
今
の
女
性
の
著
作
を
配

當
す
る
。
さ
ら
に
別
編
と
し
て
詩
集
が
あ
り
、
こ
れ
も
詩
體
に
よ
っ
て
著
作
を
載
せ
る
形
式
で
あ
る
。
文
字
で
書
か
れ
た
も
の
を
全
て
史
と
す
る

よ
う
な
思
想
性
が
こ
こ
で
作
用
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
く
、
書
名
に
附
さ
れ
た
「
史
」
に
引
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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『
劉
向
説
苑
』『
鹽
鐵
論
』
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
思
想
性
に
よ
っ
て
儒
家
類
に
配
當
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
史
書
に
配
す
る
に
つ
い
て

は
、
倫
理
・
思
想
よ
り
も
事
實
を
重
ん
じ
る
發
想
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。『
經
世
大
訓
』『
經
濟
類
編
』
は
類
書
に
近
い
記
述
法
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
一
方
内
容
は
政
書
類
に
似
る
。
な
か
で
も
『
經
濟
類
編
』
は
『
提
要
』
も
類
書
類
に
配
當
し
て
お
り
、
政
書
的
性
格
は
薄
い
の
で
あ

る
が
、『
經
籍
志
』
は
史
書
に
配
當
す
る
。
歷
史
制
度
を
重
視
す
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
他
「
史
」
を
標
す
る
も
の
、
正
史
の
名
を

冠
す
る
も
の
、
記
述
自
體
が
史
書
の
性
格
を
帶
す
る
も
の
等
は
、
そ
れ
の
み
を
史
書
へ
の
配
當
の
根
據
と
す
る
の
は
輕
率
で
あ
ろ
う
。

五
　
各
項
目
に
お
け
る
漢
籍
（
事
類
）
に
つ
い
て

　

第
一
册
六
十
二
丁
表
二
行
～
七
十
七
丁
裏
一
行
は
事
類
で
あ
る
。　

　

事
類
は
類
書
を
基
本
と
す
る
。
類
書
の
名
は
『
新
唐
書
』
藝
文
志
に
既
に
見
え
る
が
、『
宋
志
』
子
部
に
類
事
の
呼
稱
が
あ
っ
て
本
書
に
近

い
。
類
書
の
發
祥
は
晉
の
『
中
經
新
簿
』
丙
部
（
史
部
）
に
み
え
る
「
皇
覽
」
が
そ
れ
で
あ
る
と
さ
れ
、
唐
代
に
は
『
藝
文
類
聚
』『
白
孔
六
帖
』

等
典
古
を
類
集
し
た
も
の
が
既
に
有
り
、
そ
の
種
の
類
書
は
『
太
平
御
覽
』
一
千
卷
に
お
い
て
極
盛
に
至
る
。
そ
の
後
百
科
全
書
的
な
も
の
、
あ

る
い
は
日
用
の
便
覽
の
よ
う
な
も
の
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
樣
な
事
項
を
分
類
し
て
集
成
し
た
も
の
と
し
て
の
性
格
付
け
が
定
着
す
る
。

『
宋
志
』
に
み
え
る
『
故
事
類
要
』
の
書
名
が
事
類
の
内
容
を
自
ず
と
説
明
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
『
新
唐
書
』
藝
文
志
類
書
類
に
玄
宗
『
事
類
』・
白
居
易
『
白
氏
經
史
事
類
』
が
あ
り
、『
宋
志
』
類
事
類
に
は
邊
崖
『
類
事
』
の
ほ
か
吳
淑

『
事
類
賦
』
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
『
宋
志
』
で
は
實
際
に
類
事
を
銘
打
つ
も
の
一
點
に
對
し
、
事
類
を
銘
打
つ
も
の
は
八
點
に
及
び
、
事
類
の
名

稱
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。『
經
籍
志
』
が
「
事
類
」
と
い
う
稱
呼
を
用
い
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
典
古
集
の
み
な
ら
ず
百
科
全
書
あ
る

い
は
便
覽
的
な
書
籍
も
含
め
て
、
事
實
や
行
事
等
の
「
事
」
を
強
調
し
た
結
果
の
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
そ
の
傾
向
が
他
類
の
混
入
の
積
極
的
な

肯
定
の
根
據
と
な
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。
全
百
二
十
七
點
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事
類
に
配
當
さ
れ
る
類
書
以
外
の
文
獻
を
抽
出
す
る
と
膨
大
な
量
と
な
る
の
で
、
各
類
目
ご
と
に
約
半
數
を
摘
錄
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な

る
。
點
數
は
各
類
に
お
け
る
總
數
で
あ
る
。（
一
點
・
二
點
は
全
て
、
三
點
は
二
點
、
四
點
以
上
は
半
數
を
掲
げ
る
）

　

編
入
書
詳
細

　
　
　

經
部
禮
類	

『
月
令
明
義
』
一
點

　
　
　

經
部
春
秋
類	

『
呂
東
萊
博
議
』
一
點

　
　
　

史
部
別
史
類	
『
李
氏
藏
書
』『
名
山
藏
』
二
點

　
　
　

史
部
史
鈔
類	
『
唐
荊
川
左
編
』『
漢
雋
』
等
四
點

　
　
　

史
部
傳
記
類	

『
獻
徵
錄
』『
古
今
萬
姓
統
譜
』
等
四
點

　
　
　

史
部
地
理
類	

『
大
明
一
統
志
』『
方
輿
勝
覽
』『
陝
西
通
志
』
等
六
點

　
　
　

史
部
時
令
類	

『
月
令
廣
義
』
二
點

　
　
　

史
部
職
官
類	

『
大
唐
六
典
』
一
點

　
　
　

子
部
農
家
類	

『
農
政
全
書
』
二
點

　
　
　

子
部
雜
家
類	

『
聞
雁
齋
筆
談
』『
遵
生
八
牋
』『
人
鏡
陽
州
』『
瑯
琊
代
醉
』『
百
家
類
纂
』
等
十
點

　
　
　

子
部
小
説
家
類	

『
太
平
廣
記
』『
世
説
新
語
』『
虞
初
志
』
等
五
點

　
　
　

集
部
別
集
類	

『
文
與
可
丹
淵
集
』
一
點

　
　
　

集
部
總
集
類	

『
中
原
文
獻
』『
文
翰
類
選
大
成
』
二
點

　
　
　

集
部
詞
曲
類	

『
元
人
雜
劇
百
種
』
一
點　

　
　
　
（
集
部
戲
曲
小
説
類
）	

『
綴
白
裘
廣
集
』『
紫
釵
記
』
二
點
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（
集
部
尺
牘
類
）	

『
尺
牘
雅
言
初
編
新
編
』『
啓
雋
類
凾
』
二
點　
　
　
　

　

經
部
禮
類 
『
月
令
明
義
』
明
黃
道
周
撰
は
黃
氏
『
禮
記
』
注
五
篇
の
う
ち
の
一
で
、
月
令
篇
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
當
然
經
部
に
配
當

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。『
經
籍
志
』
が
こ
れ
を
事
類
に
載
せ
る
に
つ
い
て
は
、
史
部
時
令
類
に
載
せ
る
『
月
令
廣
義
』
明
馮
應
京
撰
と
の
關
係
に

よ
る
の
で
あ
ろ
う
。『
月
令
廣
義
』
は
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
に
代
表
さ
れ
る
月
令
の
書
式
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
當
然
記
述
は
十
二
に
區
分
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
項
目
別
に
分
類
記
述
す
る
方
法
に
類
書
と
の
相
似
性
を
認
識
し
た
と
い
え
よ
う
か
。

　

經
部
春
秋
類
『
呂
東
萊
博
議
』
は
、
撰
者
呂
祖
謙
が
『
左
傳
』
か
ら
摘
出
し
た
紀
事
を
評
論
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
題
目
を
附
し

て
得
失
を
述
べ
て
い
る
が
分
類
は
な
く
、
事
類
へ
の
配
當
に
は
疑
問
が
あ
る
。

　

史
部
別
史
類
に
つ
い
て
、『
李
氏
藏
書
』
明
李
贄
撰
は
「
可
自
怡
、
不
可
示
人
」
を
書
名
の
由
來
と
し
、
孔
子
批
判
等
世
情
の
價
値
を
否
定
す

る
過
激
な
文
獻
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
冒
頭
「
遺
史
世
紀
」
で
い
え
ば
、
各
卷
前
に
總
論
を
置
き
、
項
目
と
し
て
「
九
國
分
爭
」「
混
一
諸
侯
」

等
を
立
て
、
さ
ら
に
小
題
と
し
て
「
東
周
」「
西
周
」
等
を
立
て
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
著
者
の
論
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
類
書
に
近

い
と
言
え
ば
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
史
評
類
に
も
該
當
し
そ
う
な
内
容
で
あ
る
。『
名
山
藏
』
明
何
喬
遠
編
は
、
明
代
の
人
物
に
つ
い
て
、

典
謨
記
・
坤
則
記
・
開
聖
記
・
繼
體
記
等
三
十
七
記
に
區
分
し
て
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。『
藏
書
』
に
お
け
る
形
式
に
類
す
る
部
分
も
な
し
と

し
な
い
が
、
こ
の
點
は
漢
籍
分
類
に
お
け
る
形
態
か
内
容
か
の
論
議
に
も
關
わ
る
問
題
點
で
あ
ろ
う
。

　

史
部
史
鈔
類
の
『
唐
荊
川
左
編
』
明
唐
順
之
編
は
、
自
序
に
「
左
編
者
爲
治
法
而
纂
也
」
と
い
う
。
君
・
相
・
名
臣
・
謀
臣
・
將
等
二
十
六
の

項
目
に
分
け
て
、
そ
こ
に
人
名
を
配
し
て
論
説
す
る
。『
漢
雋
』
宋
林
越
撰
は
、『
提
要
』
に
「
取
漢
書
古
雅
之
字
、
分
類
排
纂
爲
五
十
篇
」
と
し

た
と
あ
る
。
分
類
排
纂
す
る
こ
と
は
類
書
の
特
徴
で
も
あ
り
、
ま
た
延
祐
中
袁
桷
の
跋
に
本
書
を
評
し
て
「
蓋
爲
習
宏
博
便
利
」
と
あ
る
の
は
、

正
に
本
書
の
利
點
が
事
類
の
目
的
と
重
な
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
良
い
。

　

史
部
傳
記
類
に
つ
い
て
、『
獻
徵
錄
』
明
焦
竑
撰
は
、
明
代
名
人
の
事
跡
を
宗
室
か
ら
各
官
ま
で
分
類
し
て
記
述
し
た
も
の
で
、
該
博
で
は
あ
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る
が
疎
略
で
も
あ
る
と
『
提
要
』
に
い
う
。『
君
臣
相
遇
傳
』
撰
者
未
詳
に
つ
い
て
は
、『
提
要
』
に
宋
の
韓
琦
の
事
跡
を
載
せ
た
も
の
で
、
家

傳
・
別
錄
・
遺
事
等
の
類
別
に
則
し
て
記
述
さ
れ
る
と
い
う
。
兩
書
と
も
に
部
類
を
立
て
て
記
述
さ
れ
た
點
に
、
類
書
と
の
相
關
を
認
め
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

　

史
部
地
理
類
『
大
明
一
統
志
』
明
李
賢
等
奉
勅
撰
は
、
京
師
か
ら
外
夷
ま
で
行
政
區
分
に
從
っ
て
、
沿
革
・
山
川
・
土
産
・
學
校
・
陵
墓
・
名

人
略
傳
等
を
記
す
。
基
本
的
に
地
誌
・
方
志
の
記
述
で
あ
る
。『
方
輿
勝
覽
』
宋
祝
穆
撰
は
、
全
國
を
十
七
路
に
分
け
て
沿
革
・
田
賦
・
戸
口
等

を
載
せ
る
が
、『
提
要
』
に
「
名
爲
地
記
、
實
則
類
書
也
」
と
い
う
の
は
、「
雖
無
裨
於
掌
故
、
有
益
於
文
章
」
と
い
う
そ
の
記
述
法
に
よ
る
の
で

あ
る
。『
陝
西
通
志
』
淸
劉
於
義
等
編
も
地
誌
で
あ
る
。
全
百
卷
を
三
十
二
類
に
分
類
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

史
部
時
令
類
、
月
令
は
十
二
ヶ
月
の
天
候
や
政
令
に
つ
い
て
記
す
も
の
で
、『
月
令
廣
義
』
明
馮
應
京
撰
も
同
樣
で
あ
る
。

　

史
部
職
官
類
は
『
大
唐
六
典
』
唐
玄
宗
勅
撰
の
一
書
で
あ
る
。『
周
禮
』
に
倣
っ
て
唐
代
官
職
を
三
師
・
三
公
・
三
省
等
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
掌
、
品
階
等
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
本
來
な
ら
政
書
類
に
ち
か
い
が
、
事
類
は
事
實
を
分
類
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
本
書
も
類
書
と
し
て

扱
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

　

子
部
農
家
類
は
『
農
政
全
書
』
明
徐
光
啓
撰
で
あ
る
。『
提
要
』
に
「
總
括
農
家
諸
書
、
裒
爲
一
集
」
と
あ
り
、
農
本
・
田
制
・
農
事
・
水
利

等
に
分
け
て
記
述
は
詳
細
完
備
し
た
も
の
と
い
う
。

　

子
部
雜
家
類
に
つ
い
て
、『
聞
雁
齋
筆
談
』
明
張
大
復
撰
は
、『
提
要
』
に
蘇
軾
の
『
志
林
』
に
倣
っ
た
も
の
で
、「
多
似
古
人
雜
帖
短
跋
之

格
」
と
い
う
。
小
題
を
附
し
て
隨
時
記
述
す
る
も
の
ら
し
い
が
、
類
別
引
証
等
は
な
い
。『
遵
生
八
牋
』
明
高
濂
撰
は
、
全
十
九
卷
を
淸
修
妙
論
・

四
時
調
攝
・
起
居
安
樂
等
の
八
目
に
分
か
ち
、
道
教
隱
逸
に
關
わ
る
内
容
と
い
う
。『
人
鏡
陽
州
』
明
汪
廷
訥
撰
は
、
全
編
を
忠
・
孝
・
義
・
節

の
四
部
に
分
か
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
勲
猷
」「
戦
伐
」
等
の
類
目
を
置
き
、
人
名
と
挿
圖
を
配
置
し
て
古
典
籍
か
ら
挿
話
を
載
せ
る
。
部
類
立
て

が
あ
る
點
類
書
に
近
い
形
態
と
い
え
よ
う
。『

琊
代
醉
』
明
張
鼎
思
編
は
『
提
要
』
に
諸
史
百
家
の
文
を
雜
鈔
し
た
も
の
と
い
う
。
各
卷
項
目

を
設
け
て
論
説
が
あ
る
。
明
瞭
な
類
立
て
は
な
い
が
や
や
近
似
す
る
項
目
を
集
め
る
傾
向
は
み
え
る
。『
百
家
類
纂
』
明
沈
津
撰
は
『
提
要
』
に
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周
秦
か
ら
明
に
至
る
諸
子
を
載
せ
る
と
い
う
も
の
の
、
編
輯
形
式
等
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

　

子
部
小
説
家
類
に
つ
い
て
、『
太
平
廣
記
』
宋
李
昉
等
奉
勅
編
は
神
仙
・
道
術
・
異
人
等
約
九
十
部
に
分
類
し
て
古
來
の
逸
聞
瑣
事
を
集
成
し

た
も
の
で
、
同
じ
く
李
昉
に
よ
る
『
太
平
御
覽
』
編
纂
と
類
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。『
世
説
新
語
』
劉
宋
劉
義
慶
撰
は
後
漢
か
ら
東
晉
に
い
た

る
逸
事
を
德
行
・
言
語
・
政
事
等
三
十
八
門
に
分
類
し
て
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、『
虞
初
志
』
明
闕
名
編
は
明
代
成
立
の
異
聞
集
成
本
で
お
お

む
ね
唐
代
傳
奇
を
全
八
卷
に
纏
め
て
い
る
。
分
門
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
記
兩
書
の
内
容
と
近
く
、
そ
れ
を
も
っ
て
事
類
に
配
當
し
た
も
の
か
。    

　

集
部
別
集
類
は
『
文
與
可
丹
淵
集
』
宋
文
同
撰
の
一
書
で
あ
る
。
丹
淵
は
著
者
文
同
の
號
で
、
全
體
は
ジ
ャ
ン
ル
別
に
構
成
さ
れ
、
韻
文
は
詞

賦
・
樂
府
雜
詠
・
詩
等
五
種
、
散
文
は
文
・
墓
誌
・
表
・
記
等
九
種
に
分
類
さ
れ
て
作
品
が
配
置
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
體
裁
は
、
一
般
の
集
部
別

集
で
も
採
用
さ
れ
る
形
式
で
、
類
書
と
の
判
斷
に
は
躊
躇
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

集
部
總
集
類
に
つ
い
て
、『
中
原
文
獻
』
題
明
焦
竑
撰
は
、『
提
要
』
に
經
史
子
集
の
四
集
に
分
け
て
編
輯
さ
れ
た
も
の
と
あ
り
、『
文
翰
類
選

大
成
』
明
李
伯
璵
等
編
は
、『
提
要
』
に
明
お
よ
び
以
前
の
詩
を
體
を
分
け
て
編
次
し
た
も
の
と
い
う
。

　

集
部
詞
曲
類
は
『
元
人
雜
劇
百
種
』
の
一
書
で
あ
る
。『
元
曲
選
』
十
集
百
卷
の
こ
と
か
。
と
す
れ
ば
分
門
類
集
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

　

集
部
戲
曲
小
説
類　
『
綴
白
裘
廣
集
』
淸
錢
德
蒼
編
は
、
各
編
に
四
字
の
區
分
（
た
と
え
ば
初
編
で
は
「
風
」「
調
」「
雨
」「
順
」）
が
あ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
曲
名
を
あ
げ
て
該
當
部
分
を
抜
粹
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
勸
善
懲
惡
を
旨
と
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
實
見
文
獻
は
『
新
訂
時
調
崑
腔
綴

白
裘
』
と
い
い
、『
經
籍
志
』
本
と
同
本
で
あ
る
と
は
斷
定
で
き
な
い
。『
紫
釵
記
』
明
湯
顯
祖
撰
は
各
章
の
題
辭
を
掲
げ
る
が
、
こ
れ
は
通
俗
小

説
に
多
く
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
種
の
文
獻
は
扱
い
が
困
難
で
あ
る
。

　

集
部
尺
牘
類
は
『
尺
牘
雅
言
初
編
新
編
』
撰
人
未
詳
・『
啓
雋
類
凾
』
明
兪
安
期
撰
の
二
書
で
、
前
書
の
内
容
は
未
詳
、
後
書
は
書
簡
の
事
例

を
集
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
諸
王
部
・
宰
相
部
・
官
僚
部
・
翰
林
部
等
二
十
八
部
を
立
て
、
東
漢
魏
晉
の
舊
と
唐
宋
以
下
の
新
に
二
分
し
、
ま
ず

職
官
の
解
説
を
載
せ
、
各
部
に
配
當
さ
れ
る
人
物
の
書
簡
を
掲
載
す
る
。
分
類
さ
れ
た
事
例
集
で
あ
る
と
こ
ろ
に
類
書
ら
し
さ
が
あ
る
と
い
え
よ

う
。
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以
上
全
般
に
わ
た
っ
て
考
慮
し
う
る
事
類
共
有
の
特
質
と
し
て
は
、
内
容
に
分
類
が
な
さ
れ
、
各
類
ご
と
に
事
例
や
文
例
が
引
か
れ
る
こ
と
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
そ
う
し
た
體
裁
は
必
ず
し
も
類
書
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
『
文
與
可
丹
淵
集
』
は
所
謂
集
部
別
集

類
を
構
成
す
る
多
く
の
文
獻
と
同
樣
に
、
ジ
ャ
ン
ル
別
の
分
類
に
よ
る
全
體
構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
類
書
と
政
書
の
類
似
點
に
お
い

て
も
そ
う
し
た
傾
向
は
見
い
だ
さ
れ
る
が
、『
方
輿
勝
覽
』
に
お
け
る
『
提
要
』
の
指
摘
に
、
名
目
は
地
理
で
あ
る
が
實
態
は
類
書
で
あ
る
と

し
、
國
家
の
制
度
に
は
裨
す
る
こ
と
が
な
い
が
、
文
章
に
は
益
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
、
そ
こ
に
類
書
の
持
つ
特
質
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
漢
雋
』
の
『
提
要
』
に
、
袁
桷
の
跋
「
蓋
爲
習
宏
博
便
利
」
を
引
く
の
は
、
類
書
の
も
つ
廣
い
見
識
を
養
う
効
果
を

あ
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
れ
ら
の
特
質
を
類
書
選
定
の
基
準
と
す
る
と
き
、
判
斷
に
振
幅
を
も
た
ら
す
曖
昧
さ
は
否
定
で
き
ず
、
そ
れ

が
事
類
を
項
目
と
す
る
『
經
籍
志
』
に
お
い
て
も
顯
著
に
表
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

六
　
各
項
目
に
お
け
る
漢
籍
（
字
書
）
に
つ
い
て

　

第
三
册
一
丁
表
三
行
～
二
十
丁
裏
四
行
は
字
書
で
あ
る
。　

  

字
書
は
文
字
學
關
係
書
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
く
く
り
で
見
れ
ば
、
子
部
藝
術
類
の
書
の
屬
、
經
部
小
學
類
の
字
書
や
韻
書

の
屬
等
が
配
當
さ
れ
る
の
も
首
肯
さ
れ
る
。『
宋
志
』
雜
藝
術
類
に
は
畫
・
射
・
棋
・
馬
等
が
あ
っ
て
書
は
な
い
が
、
經
部
小
學
類
に
は
『
説

文
』『
爾
雅
』
等
の
訓
古
字
書
が
著
錄
さ
れ
、
一
方
で
は
庾
肩
吾
『
書
品
』
や
顔
眞
卿
『
筆
法
』
を
著
錄
す
る
と
同
時
に
、
金
石
關
係
の
歐
陽
脩

『
集
古
錄
跋
尾
』
や
呂
大
臨
『
考
古
圖
』
等
に
關
わ
っ
て
羅
點
『
淸
勤
堂
法
帖
』
黃
伯
思
『
法
帖
刊
誤
』
等
の
法
帖
の
類
も
含
ま
れ
る
。

　
『
明
志
』
に
至
っ
て
小
學
類
か
ら
藝
術
書
關
係
文
獻
が
消
え
、
楊
愼
『
書
品
』
や
周
英
『
書
纂
』
等
は
藝
術
類
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
藝
術
類
に
は
醫
學
書
を
も
含
む
點
、
藝
に
對
す
る
技
術
と
し
て
の
認
識
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。『
經
籍
志
』
で
は
、
經
部
小
學
類
六
十
九
點
、
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子
部
藝
術
類
が
法
帖
三
十
六
點
を
含
ん
で
五
十
九
點
、
量
的
に
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
お
り
、『
宋
志
』
小
學
類
の
方
向
性
に
近
い
。
こ
の
傾
向
は
『
新

唐
書
』
ま
で
遡
及
が
可
能
で
、
六
朝
期
に
書
畫
名
品
の
出
現
あ
っ
て
、
畫
は
藝
術
認
識
が
許
容
さ
れ
て
も
、
書
に
つ
い
て
は
な
お
經
學
へ
の
傾
斜

が
強
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
經
籍
志
』
本
は
そ
の
傾
向
を
繼
承
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
全
百
六
十
四
點

　

經
部
小
學
類
と
子
部
藝
術
類
を
除
く
他
類
文
獻
を
抽
出
す
る
と
以
下
の
十
三
點
と
な
り
、
量
的
に
は
史
書
に
つ
い
で
少
な
い
。

　

編
入
書
詳
細

　
　
　

史
部
傳
記
類	
『
歷
代
君
臣
圖
像
』
一
點

　
　
　

史
部
職
官
類	

『
官
制
備
考
』
二
點

　
　
　

子
部
儒
家
類	

『
性
理
字
義
』
一
點

　
　
　

子
部
類
書
類	

『
五
車
韻
瑞
』『
韻
府
羣
玉
定
本
』『
增
補
雜
字
大
全
』『
增
補
韻
府
羣
玉
』『
韻
府
羣
玉
』『
雜
字
通
考
』

	

『
姓
氏
譜
纂
』『
尚
友
錄
』
八
點

　

史
部
傳
記
類
は
『
歷
代
君
臣
圖
像
』
一
書
で
あ
る
が
、『
提
要
』
に
も
内
閣
目
に
も
み
え
ず
、『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
錄
』
傳
記
類
總
錄
に
明
張

洪
撰
と
し
て
著
錄
さ
れ
る
。
原
本
は
筆
者
も
實
見
し
た
が
字
書
に
配
當
さ
れ
る
根
據
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

史
部
職
官
類
も
『
官
制
備
考
』
題
明
李
日
華
撰
の
一
書
で
あ
る
。『
提
要
』
に
明
代
の
官
制
か
ら
歷
代
の
沿
革
に
遡
及
す
る
も
の
と
い
う
。
こ

の
書
に
お
い
て
も
字
書
配
當
に
は
疑
問
が
あ
る
。
全
二
卷
の
内
上
卷
は
宗
藩
か
ら
京
衞
武
學
ま
で
、
官
制
・
官
職
・
三
十
一
種
を
項
目
と
し
て
掲

げ
、
下
卷
は
布
政
司
か
ら
土
官
ま
で
十
七
種
を
載
せ
る
。

　

子
部
儒
家
類
も
『
性
理
字
義
』
宋
陳
淳
撰
の
一
書
で
あ
る
。『
經
籍
志
』
で
は
「
和
板
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
の
で
寬
永
版
か
寬
文
版
、
あ
る

い
は
そ
れ
ら
の
後
印
本
で
あ
ろ
う
。
宋
學
に
基
づ
く
用
語
用
字
に
因
ん
だ
論
説
で
あ
る
。
書
名
の
「
字
義
」
に
促
さ
れ
て
の
字
書
配
當
で
あ
ろ
う
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が
、
實
際
に
字
書
と
し
て
の
體
裁
に
通
じ
る
部
分
も
あ
っ
て
、『
歷
代
君
臣
圖
像
』『
官
制
備
考
』
に
較
べ
れ
ば
、
よ
ほ
ど
字
書
に
近
い
と
い
え
よ

う
。

　

子
部
類
書
類
に
つ
い
て
は
、『
韻
府
羣
玉
定
本
』『
韻
府
羣
玉
』『
增
補
韻
府
羣
玉
』
三
書
共
元
陰
時
夫
編
陰
中
夫
注
、『
五
車
韻
瑞
』
明
凌
稚
隆

編
は
い
ず
れ
も
音
韻
關
係
の
字
書
、『
雜
字
通
考
』『
增
補
雜
字
大
全
』
の
二
書
は
撰
人
未
詳
で
『
提
要
』
に
も
未
見
で
あ
る
が
、
内
閣
類
書
類
に

み
え
る
『
雜
字
大
全
』『
通
考
雜
字
』
等
に
近
似
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
雜
字
」
を
銘
打
つ
も
の
で
、
字
書
に
配
當
す
る
こ
と
は
可
能
に
思
わ
れ

る
。『
尚
友
錄
』
明
寥
用
賢
編
『
姓
氏
譜
纂
』
題
明
李
日
華
撰
の
兩
書
は
姓
氏
關
係
の
類
書
で
、『
尚
友
錄
』
に
つ
い
て
『
提
要
』
は
「
蒐
採
古
人

事
實
、
以
韻
爲
綱
、
以
姓
爲
目
」
と
い
う
。
一
字
姓
や
復
姓
を
見
出
し
と
し
て
時
代
・
官
職
・
籍
貫
を
記
し
、
略
傳
を
そ
え
る
も
の
も
多
い
。

『
萬
姓
統
譜
』
に
倣
っ
て
姓
の
文
字
の
韻
に
よ
っ
て
分
別
す
る
。
類
書
で
あ
り
つ
つ
字
書
と
し
て
も
配
當
し
う
る
所
以
で
あ
る
。

七
　
各
項
目
に
お
け
る
漢
籍
（
雜
書
）
に
つ
い
て

　

第
三
册
二
十
一
丁
表
二
行
～
三
十
八
丁
裏
四
行
は
雜
書
で
あ
る
。

　

宋
左
奎
『
百
川
學
海
』
明
毛
晉
『
津
逮
祕
書
』
等
叢
書
七
點
を
含
む
點
は
、
雜
多
な
集
成
本
と
し
て
首
肯
し
う
る
配
分
と
い
え
、
さ
ら
に
子
部

雜
家
類
は
「
雜
書
」
部
と
し
て
は
最
も
適
合
す
る
類
目
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
『
提
要
』
に
み
え
る
雜
家
の
定
義
は
屬
目
を
設
け
て
詳
細
で

あ
る
が
、『
經
籍
志
』
の
場
合
、
個
々
の
文
獻
の
内
容
自
體
が
雜
多
で
あ
る
故
に
雜
書
扱
い
す
る
の
か
、『
經
籍
志
』
部
目
の
總
體
そ
れ
自
體
が
雜

多
で
あ
る
故
に
雜
書
扱
い
な
の
か
、
か
な
り
不
明
瞭
な
樣
相
を
呈
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
『
提
要
』
に
、『
千
頃
堂
書
目
』
の
例
を
引
い
て
「
於
寥
寥
不
能
成
類
者
、
併
入
雜
家
」
と
あ
る
の
は
、
當
類
を
構
成
す
る
文
獻
が

極
少
で
一
類
を
成
し
得
な
い
も
の
を
纏
め
て
雜
家
と
す
る
場
合
、
一
方
班
固
の
言
を
引
い
て
「
合
儒
墨
兼
名
法
」
と
あ
る
の
は
一
家
中
に
複
數
の

流
派
を
共
存
さ
せ
る
場
合
を
述
べ
て
い
る
。『
經
籍
志
』
が
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
兩
者
を
兼
ね
て
い
る
の
か
、
具
體
的
事
例
に
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よ
っ
て
判
斷
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
全
百
四
十
四
點

　

雜
書
は
雜
家
類
以
外
の
文
獻
數
が
多
く
、
そ
の
類
目
は
事
類
以
上
に
多
樣
な
の
で
、
こ
こ
で
も
各
類
目
ご
と
に
約
半
數
を
摘
錄
す
る
方
法
を
と

る
こ
と
と
し
た
い
。（
事
類
部
を
參
照
）

　

編
入
書
詳
細

　
　
　

經
部
禮
類	

『
齊
家
寶
要
』『
射
禮
』
三
點

　
　
　

經
部
小
學
類	
『
幼
學
須
知
』『
急
就
篇
』
四
點

　
　
　

經
部
樂
類	

『
陳
氏
樂
書
』
一
點

　
　
　

史
部
史
鈔
類	

『
便
蒙
指
南
鑑
畧
』『
捷
錄
法
原
』
二
點

　
　
　

史
部
史
評
類	

『
古
今
人
物
論
』
一
點

　
　
　

史
部
地
理
類	

『
銅
陵
縣
志
』『
九
華
山
志
』『
輿
圖
摘
要
』
等
六
點

　
　
　

史
部
傳
記
類	

『
千
古
奇
聞
』『
縉
紳
便
覽
』
等
三
點

　
　
　

史
部
目
錄
類	

『
國
史
經
籍
志
』
一
點

　
　
　

子
部
法
家
類	

『
敬
由
編
』
一
點

　
　
　

子
部
術
數
類	

『
楊
氏
太
玄
經
』『
星
學
綱
目
』
明
楊
淙
『
神
相
全
編
』『
天
文
大
成
』
等
七
點

　
　
　

子
部
藝
術
類	

『
八
種
畫
譜
』『
太
古
遺
音
』『
琴
譜
全
書
』『
適
情
雅
趣
』『
圖
繪
宗
彝
』『
王
氏
書
苑
』
等
十
一
點

　
　
　

子
部
譜
錄
類	

『
群
芳
譜
』『
墨
苑
』『
梅
譜
』『
陶
朱
公
致
富
奇
書
』『
宣
和
博
古
圖
錄
』『
花
鏡
』
等
十
二
點

　
　
　

子
部
類
書
類	

『
金
璧
故
事
』『
日
記
故
事
』『
秇
林
伐
山
』
等
六
點

　
　
　

子
部
小
説
家
類	

『
埤
雅
廣
要
』『
開
卷
一
笑
』『
燕
居
筆
記
』
等
七
點
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子
部
道
家
類	

『
太
上
感
應
篇
箋
註
』『
太
上
感
應
篇
』
二
點

　
　
　

集
部
總
集
類	

『
樂
府
廣
序
』
一
點

　
　
　

集
部
詞
曲
類	

『
萬
花
臺
曲
』『
六
十
種
曲
』『
雍
煕
樂
府
』
等
五
點

　
　
　
（
集
部
戲
曲
小
説
類
）	

『
包
龍
圖
神
斷
公
案
』『
今
古
奇
觀
』
等
四
點

　
　
　
（
叢
書
部
雜
叢
類
）	

『
百
川
學
海
』『
津
逮
祕
書
』
等
四
點

　
　
　
（
叢
書
部
子
叢
類
）	

『
淸
課
七
種
』
一
點　

　

經
部
禮
類
に
つ
い
て
は
、『
齊
家
寶
要
』
淸
張
文
嘉
撰
は
、『
提
要
』
に
家
禮
等
に
基
づ
い
て
古
今
の
通
禮
と
な
し
た
も
の
で
、
居
家
禮
・
童
子

禮
等
の
門
類
を
立
て
、
各
門
前
に
經
傳
儀
注
を
引
い
て
ま
ま
附
論
あ
る
も
の
と
い
う
。『
提
要
』
で
は
禮
類
雜
禮
に
配
す
る
。『
射
禮
』
に
つ
い
て

は
『
中
國
古
籍
善
本
書
目
』（
以
下
『
古
籍
』）
儀
禮
に
『
射
禮
儀
節
』『
郷
射
禮
集
要
圖
説
』
等
三
點
を
載
せ
る
が
確
認
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
射
禮
を
特
記
す
る
文
獻
で
は
あ
ろ
う
。

　

經
部
小
學
類
『
幼
學
須
知
』
明
丘
時
棟
辯
誤
・
直
音
丘
一
孫
撰
は
、『
玉
篇
直
音
』
四
卷
の
卷
首
に
置
か
れ
る
「
新
鐫
正
譌
字
辨
幼
學
須
知
」

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
微
妙
な
誤
字
省
文
等
の
事
例
を
あ
げ
て
文
字
遣
い
の
正
確
を
期
そ
う
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
本
文
直
音
は
天
文
・
地

理
・
人
事
・
鳥
獸
等
の
類
別
に
、
部
首
別
を
設
け
文
字
を
配
し
て
音
註
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。『
急
就
篇
』
漢
史
游
撰
・
唐
顔
師
古
注
・
宋
王

應
麟
音
釋
は
、
全
文
一
字
も
重
複
す
る
こ
と
な
く
物
名
姓
字
等
を
列
し
た
も
の
で
、『
提
要
』
に
「
不
僅
爲
童
蒙
識
字
之
用
矣
」
と
の
評
價
が
あ

る
。
基
本
は
初
學
者
用
の
文
字
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

　

經
部
樂
類
は
『
陳
氏
樂
書
』
宋
陳
暘
撰
の
一
書
で
あ
る
。『
提
要
』
に
、
前
半
は
各
經
か
ら
の
引
用
に
訓
義
を
施
し
、
後
半
は
も
っ
ぱ
ら
樂
關

係
の
記
述
で
あ
っ
て
、「
引
據
浩
博
、
辨
論
亦
極
精
審
」
と
の
評
價
が
あ
る
。

　

史
部
史
鈔
類
は
二
書
で
あ
る
。『
便
蒙
指
南
鑑
畧
』
淸
鑑
湖
竹
叟
撰
は
、
盤
古
か
ら
崇
禎
十
七
年
ま
で
の
中
國
史
を
、
四
字
句
で
簡
略
に
た
ど
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り
各
句
に
注
を
挿
入
す
る
。
初
學
者
向
け
の
史
書
で
あ
る
。『
捷
錄
法
原
』
は
内
閣
に
『
捷
錄
法
原
旁
註
』
が
あ
っ
て
、
明
鍾
惺
原
本
・
錢
炅
重

編
と
い
う
。
上
古
か
ら
明
神
宗
ま
で
の
通
史
で
、
内
容
の
增
減
に
は
法
が
あ
り
註
釋
に
は
原
が
あ
る
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
書
名
と
し
た
と
序
に
い

う
。

　

史
部
史
評
類
は
『
古
今
人
物
論
』
明
鄭
賢
撰
の
一
書
で
あ
る
。『
提
要
』
に
、
諸
史
の
論
贊
、
唐
宋
以
來
の
文
集
か
ら
論
古
の
文
を
と
っ
て
、

ま
ま
批
評
を
附
し
た
も
の
で
、
體
例
は
史
評
と
總
集
の
間
に
あ
る
と
い
う
。

　

史
部
地
理
類
『
銅
陵
縣
志
』
淸
李
靑
巖
等
編
、『
九
華
山
志
』
淸
喩
成
龍
等
編
、『
輿
圖
摘
要
』
明
李
日
華
撰
等
、
い
ず
れ
も
史
部
地
理
類
と
し

て
異
動
な
き
も
の
で
あ
る
。

　

史
部
傳
記
類
に
つ
い
て
は
、『
千
古
奇
聞
』
淸
李
漁
撰
は
『
中
國
古
籍
善
本
書
目
』
傳
記
類
に
、『
縉
紳
便
覽
』
萬
曆
十
二
年
刊
本
は
同
書
傳
記

類
に
著
錄
が
あ
る
が
、
現
本
は
未
見
で
あ
る
。

　

史
部
目
錄
類
は
『
國
史
經
籍
志
』
明
焦
竑
編
の
一
書
で
あ
る
。

　

子
部
法
家
類
は
『
敬
由
編
』
明
竇
子
偁
編
の
一
書
で
あ
る
。
本
書
は
唐
虞
か
ら
宋
に
い
た
る
各
代
に
お
け
る
獄
訟
刑
法
に
關
わ
る
故
事
を
列
擧

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

子
部
術
數
類
に
つ
い
て
、『
楊
氏
太
玄
經
』
漢
楊
雄
撰
は
『
周
易
』
に
な
ぞ
ら
え
た
楊
氏
の
占
論
で
、
内
閣
で
は
術
數
類
數
學
に
配
す
る
。『
星

學
綱
目
』
明
楊
淙
撰
は
、
内
閣
に
『
新
刊
京
本
釐
正
總
括
天
機
星
學
正
傳
』
別
名
『
星
學
綱
目
正
傳
』
と
い
う
も
の
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。『
鬼
谷

子
』
に
繫
が
り
を
も
ち
、
五
行
・
天
地
・
十
二
支
等
に
關
わ
る
星
命
の
書
で
あ
る
。『
神
相
全
編
』
宋
陳
搏
撰
は
、
こ
れ
も
『
鬼
谷
子
』『
鶡
冠

子
』
に
繫
が
る
雜
占
の
書
で
、
相
法
を
中
心
に
記
述
す
る
。『
天
文
大
成
』
淸
黃
鼎
撰
は
、『
提
要
』
に
災
祥
を
主
と
し
て
古
今
の
天
文
占
候
を
編

錄
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

子
部
藝
術
類
は
書
畫
音
樂
等
技
藝
に
關
わ
る
類
目
で
あ
る
。『
太
古
遺
音
』
明
楊
掄
撰
は
内
閣
に
鈔
本
が
あ
り
、
序
の
首
題
に
「
太
古
遺
音
」

の
名
が
あ
る
。
内
容
は
琴
に
關
す
る
總
論
で
、
帙
題
「
琴
譜
合
璧
」
が
内
實
に
適
う
標
題
で
あ
ろ
う
。『
琴
譜
全
書
』
は
撰
人
な
ら
び
に
實
本
を
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措
定
し
え
な
い
が
、
標
題
か
ら
し
て
子
部
藝
術
類
音
樂
屬
に
配
當
さ
れ
る
こ
と
に
疑
問
は
な
い
。『
適
情
雅
趣
』
明
徐
芝
撰
は
棋
譜
を
集
め
た
も

の
で
、
藝
術
類
中
の
雜
藝
に
配
さ
れ
る
文
獻
で
あ
る
。『
八
種
畫
譜
』
明
黃
鳳
池
編
な
ら
び
に
『
圖
繪
宗
彝
』
明
楊
爾
曾
撰
は
藝
術
類
書
畫
屬
畫

に
、『
王
氏
書
苑
』
明
王
世
貞
編
は
藝
術
類
書
畫
屬
書
に
配
當
さ
れ
る
。

　

子
部
譜
錄
類
は
圖
錄
を
主
と
し
た
類
目
で
、『
群
芳
譜
』
明
王
象
晉
撰
、『
梅
譜
』
明
劉
世
儒
撰
、『
花
鏡
』（
内
閣
の
『
祕
傳
花
鏡
』
で
あ
ろ
う
）

淸
陳
湨
子
撰
、『
陶
朱
公
致
富
奇
書
』
撰
人
未
詳
は
す
べ
て
譜
錄
類
草
木
に
配
さ
れ
る
。『
墨
苑
』（『
程
氏
墨
苑
』
か
）
明
程
君
房
撰
お
よ
び
『
宣
和

博
古
圖
錄
』
宋
王
黼
等
奉
勅
編
の
二
書
は
器
物
屬
に
配
さ
れ
る
。

　

子
部
類
書
類
と
し
て
、『
金
璧
故
事
』
明
鄭
以
偉
撰
、『
日
記
故
事
』（
内
閣
の
『
便
覧
聯
輝
日
記
故
事
』
か
）
撰
人
未
詳
は
、
至
孝
・
生
知
・
勤
學

等
二
十
六
類
に
分
門
し
て
故
事
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。『
秇
林
伐
山
』
明
楊
愼
撰
は
語
句
を
名
目
と
し
て
こ
れ
に
故
事
を
配
す
る
も
の
で
、

特
に
名
目
間
に
分
類
が
あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

  

子
部
小
説
家
類
に
つ
い
て
、『
埤
雅
廣
要
』
明
牛
衷
撰
は
、『
提
要
』
に
陸
佃
の
『
埤
雅
』
を
補
正
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
實
内
容
は
雜
然
と
し

て
取
る
に
足
り
ず
、
小
説
家
に
配
す
る
と
い
う
。『
開
卷
一
笑
』
明
李
贄
編
は
滑
稽
本
あ
る
い
は
「
笑
話
」
に
類
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。『
燕
居
筆

記
』
明
何
大
掄
撰
は
、
詩
・
詞
・
文
等
文
體
を
十
八
種
に
分
け
、
小
説
や
故
事
の
ご
と
き
も
の
を
配
置
す
る
。

　

子
部
道
家
類
『
太
上
感
應
篇
』
題
老
子
撰
は
道
教
の
經
典
で
、
勸
善
懲
惡
の
説
を
述
べ
る
。『
太
上
感
應
篇
箋
註
』
は
そ
の
注
釋
で
あ
る
が
、

誰
の
注
で
あ
る
か
明
確
で
は
な
い
。

　

集
部
總
集
類
は
『
樂
府
廣
序
』
淸
朱
嘉
徴
編
の
一
書
で
あ
る
。
漢
魏
の
樂
府
等
を
採
り
あ
げ
、
全
體
を
詩
經
の
風
雅
頌
に
な
ぞ
ら
え
、
さ
ら
に

各
篇
に
小
序
を
附
す
る
の
も
詩
經
に
擬
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

集
部
詞
曲
類
に
つ
い
て
、『
雍
煕
樂
府
』
明
安
肅
篇
は
、
全
體
を
黃
鍾
宮
・
正
宮
・
商
調
・
南
曲
等
調
聲
に
分
け
て
樂
府
を
網
羅
す
る
。
他
に

『
六
十
種
曲
』
明
毛
晉
編
、『
萬
花
臺
曲
』
清
張
瀾
撰
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
古
籍
』
で
は
集
部
曲
類
傳
奇
に
み
え
る
。

　

集
部
戲
曲
小
説
類
『
包
龍
圖
神
斷
公
案
』
は
撰
人
未
詳
で
『
内
閣
目
』
で
は
公
案
小
説
に
配
さ
れ
、『
今
古
奇
觀
』
明
抱
甕
老
人
等
撰
は
短
篇
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小
説
に
配
さ
れ
る
。

　

叢
書
部
雜
叢
類
『
百
川
學
海
』
宋
左
奎
編
『
津
逮
祕
書
』
明
毛
晉
編
等
は
、
多
分
野
に
わ
た
る
叢
書
の
た
め
雜
叢
の
類
目
が
該
當
す
る
。
な
お

『
總
目
』
に
は
叢
書
部
の
部
立
て
が
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
『
内
閣
目
』
の
部
立
て
に
よ
る
。
以
下
も
同
樣
で
あ
る
。

　

叢
書
部
子
叢
類
『
淸
課
七
種
』
淸
沈
賦
編
は
、
子
部
藝
術
類
な
か
で
も
雜
伎
系
の
書
を
集
め
て
い
る
。

　

そ
の
文
獻
自
體
に
雜
多
な
内
容
が
含
ま
れ
な
い
も
の
を
雜
書
に
配
當
す
る
の
は
、
そ
の
括
り
自
體
が
多
樣
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
子
部
雜
家
類

と
い
う
く
く
り
に
も
本
來
そ
う
し
た
性
格
が
あ
る
。
そ
う
し
た
點
も
含
め
て
『
經
籍
志
』
雜
書
全
體
を
總
括
し
て
み
よ
う
。

　

經
部
禮
類
に
つ
い
て
は
、『
齊
家
寶
要
』
は
家
禮
を
中
軸
に
す
え
た
も
の
で
、『
周
禮
』『
儀
禮
』『
禮
記
』
と
い
っ
た
經
書
と
は
異
な
る
文
獻
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
點
『
射
禮
』
の
内
容
が
注
目
さ
れ
る
が
、
詳
細
が
不
明
な
の
は
如
何
と
も
し
が
た
い
。
一
方
『
經
籍
志
』
經
書
に
は

『
文
公
家
禮
』
二
點
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
經
書
部
の
分
析
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
朱
熹
尊
崇
に
よ
る
非
經
書
を
經
書
扱
い
す
る
方

向
が
極
め
て
大
き
く
、
そ
の
こ
と
に
こ
の
點
も
連
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
經
部
小
學
類
の
『
幼
學
須
知
』『
急
就
篇
』
に
つ
い
て
は
、
童
蒙
初

學
對
象
の
字
書
と
い
っ
た
も
の
で
、
非
經
書
の
扱
い
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
陳
氏
樂
書
』
は
音
樂
關
係
書
と
し
て
、
後
の
子
部
藝
術
類
の

琴
譜
等
と
同
列
の
扱
い
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

史
部
史
鈔
類
『
便
蒙
指
南
鑑
畧
』『
捷
錄
法
原
』
の
二
點
は
、
既
成
の
史
書
の
摘
錄
で
は
な
く
、
新
た
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
通
史
で
あ
る
點

に
、『
經
籍
志
』
史
書
に
配
さ
れ
る
史
鈔
類
文
獻
と
の
相
違
が
あ
る
。『
古
今
人
物
論
』
は
『
提
要
』
に
い
う
史
評
と
總
集
の
間
と
い
う
よ
う
な
曖

昧
さ
を
内
包
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
雜
書
配
當
の
根
據
の
可
能
性
が
あ
る
。
史
部
地
理
類
六
點
に
つ
い
て
は
、『
經
籍
志
』
史
書
に
同
系
の
文
獻

が
著
錄
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
の
扱
い
に
疑
問
が
あ
る
。
編
者
に
地
理
文
獻
を
史
書
扱
い
す
る
こ
と
へ
の
疑
念
が
あ
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

史
部
傳
記
類
に
つ
い
て
は
、『
千
古
奇
聞
』『
縉
紳
便
覽
』
の
二
書
に
つ
き
原
本
を
調
査
し
え
な
か
っ
た
の
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。『
經
籍



日本漢文学研究９

— 112 —

志
』
史
書
に
は
『
歷
代
相
臣
傳
』『
列
女
傳
』
等
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
異
な
る
部
分
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
縉
紳
便
覽
』
は
當
時
の
名
人
紳
士

錄
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
歷
史
上
の
名
人
と
は
異
な
る
人
物
を
對
象
と
し
た
文
獻
か
も
し
れ
な
い
。『
國
史
經
籍
志
』
は
目
錄
で
、
一

點
の
み
の
著
錄
で
あ
る
。

　

子
部
法
家
類
『
敬
由
編
』
は
獄
訟
刑
法
に
絞
ら
れ
た
文
獻
で
、
單
本
で
あ
る
。
術
數
類
『
楊
氏
太
玄
經
』『
星
學
綱
目
』
明
楊
淙
『
神
相
全

編
』『
天
文
大
成
』
は
、
い
ず
れ
も
天
文
や
そ
れ
に
關
わ
る
雜
占
の
書
と
い
え
る
も
の
で
、
方
向
性
は
明
白
で
あ
る
。
藝
術
類
『
八
種
畫
譜
』『
太

古
遺
音
』『
琴
譜
全
書
』『
適
情
雅
趣
』『
圖
繪
宗
彝
』『
王
氏
書
苑
』
も
、
書
畫
音
樂
雜
藝
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
意
味
で
譜
錄
類
『
群

芳
譜
』『
墨
苑
』『
梅
譜
』『
陶
朱
公
致
富
奇
書
』『
宣
和
博
古
圖
錄
』『
花
鏡
』
も
、
對
象
の
相
違
は
あ
る
が
圖
錄
と
い
う
意
味
で
方
向
性
は
明
白

で
あ
る
。
類
書
類
の
諸
書
に
つ
い
て
は
、『
經
籍
志
』
事
類
に
同
系
の
文
獻
が
あ
り
、
こ
こ
に
配
當
さ
れ
る
『
金
璧
故
事
』『
日
記
故
事
』『
秇
林

伐
山
』
等
に
つ
い
て
は
、
す
っ
き
り
し
な
い
。
小
説
家
類
は
、『
埤
雅
廣
要
』
に
關
す
る
『
提
要
』
に
内
容
の
雜
然
た
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、『
開
卷
一
笑
』『
燕
居
筆
記
』
に
も
そ
の
意
識
の
反
映
は
あ
ろ
う
。
道
家
類
の
二
點
は
道
教
文
獻
で
あ
る
。

　

集
部
總
集
類
の
『
樂
府
廣
序
』
は
、
詞
曲
類
の
『
萬
花
臺
曲
』『
六
十
種
曲
』『
雍
煕
樂
府
』
等
と
同
系
書
で
、
詞
曲
關
係
を
雜
書
扱
い
と
し
た

も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、『
經
籍
志
』
詩
文
に
も
詞
曲
類
文
獻
は
存
在
す
る
の
で
、
基
準
は
明
瞭
で
は
な
い
。
戲
曲
小
説
類
『
包
龍
圖
神
斷

公
案
』『
今
古
奇
觀
』
に
つ
い
て
は
『
總
目
』
に
も
類
立
て
が
な
く
、
本
來
や
り
場
に
困
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

叢
書
部
雜
叢
類
・
子
叢
類
文
獻
は
、
そ
の
書
自
體
に
多
樣
な
内
容
を
持
つ
事
例
と
し
て
考
え
て
よ
い
。

　

全
體
と
し
て
は
、
單
一
文
獻
に
多
樣
な
内
容
を
含
む
タ
イ
プ
の
文
獻
は
少
な
く
、
そ
れ
よ
り
は
單
一
の
方
向
性
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、

既
成
の
分
類
基
準
と
は
い
さ
さ
か
ず
れ
る
も
の
が
多
く
、
全
く
ず
れ
は
な
い
も
の
の
そ
の
一
書
し
か
な
い
た
め
類
立
て
し
が
た
い
も
の
も
あ
っ

た
。
な
お
判
斷
基
準
に
迷
い
の
生
じ
て
い
る
ら
し
い
例
も
あ
り
、
雜
書
と
い
う
類
立
て
の
危
う
さ
も
歷
然
た
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。　
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八
　
各
項
目
に
お
け
る
漢
籍
（
詩
文
・
醫
書
・
兵
書
・
道
書
・
佛
書
・
銀
鉤
書
藪
）
に
つ
い
て

　

第
三
册
三
十
九
丁
表
三
行
～
六
十
七
丁
裏
二
行
は
詩
文
で
あ
る
。　

　

詩
文
の
呼
稱
は
各
種
目
錄
に
あ
ま
り
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
名
稱
の
よ
う
に
詩
や
文
を
集
め
た
も
の
と
想
定
し
て
良
い
が
、
楚
辭
類
は
無

く
、
詩
文
評
は
文
史
の
類
目
を
設
け
ず
、
尺
牘
類
は
詩
文
中
に
含
め
、
戲
曲
小
説
類
も
同
樣
で
あ
る
。『
經
籍
志
』
に
お
い
て
は
、
詔
令
奏
議
類

は
含
ま
れ
ず
、
史
部
に
『
歷
代
名
臣
奏
議
』
等
を
著
錄
す
る
。
槪
し
て
集
部
以
外
の
文
獻
は
少
な
く
、
し
か
も
他
部
書
中
に
も
集
部
と
共
有
す
る

性
格
の
も
の
が
含
ま
れ
る
の
で
、
集
部
文
獻
の
四
部
分
類
に
お
け
る
總
數
は
か
な
り
多
い
。

　

詩
文
に
集
積
さ
れ
た
集
部
文
獻
は
、
楚
辭
類
以
外
の
別
集
類
・
總
集
類
・
詩
文
評
類
・
尺
牘
類
・
詞
曲
類
・
戲
曲
小
説
類
の
全
て
に
渉
る
收
集

で
あ
る
。
全
二
百
三
十
二
點

　

詩
文
に
配
當
さ
れ
る
集
部
以
外
の
文
獻
を
抽
出
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

編
入
書
詳
細

　
　
　

經
部
小
學
類	

『
詩
對
押
韻
』
一
點

　
　
　

史
部
史
評
類	

『
顧
氏
詩
史
』
一
點

　
　
　

史
部
目
錄
類	

『
題
跋
』
一
點

　
　
　

史
部
傳
記
類	

『
列
朝
詩
集
小
傳
』
一
點

　
　
　

史
部
地
理
類	

『
海
内
奇
觀
』『
嵩
嶽
文
志
』
二
點

　
　
　

子
部
小
説
家
類	

『
小
窻
艶
記
』
一
點

　
　
　

子
部
類
書
類	

『
四
六
鴛
鴦
譜
』『
脩
辭
指
南
』『
翰
墨
大
全
』
等
六
點
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經
部
小
學
類
は
『
詩
對
押
韻
』
明
耿
純
撰
の
一
書
で
あ
る
。『
古
籍
』
經
部
小
學
類
に
前
集
一
卷
後
集
一
卷
が
あ
る
。

　

史
部
史
評
類
は
『
顧
氏
詩
史
』
題
明
顧
正
誼
撰
の
一
書
で
あ
る
。『
提
要
』
に
、
列
朝
の
紀
傳
を
以
て
編
集
し
て
韻
語
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
注

を
附
し
た
も
の
で
、
暗
誦
に
は
便
利
だ
が
『
蒙
求
』
を
超
え
る
も
の
で
も
な
い
と
い
う
。

　

史
部
目
錄
類
は
『
題
跋
』
明
毛
晉
撰
の
一
書
で
あ
る
。『
古
籍
』
史
部
目
錄
類
に
汲
古
閣
本
の
著
錄
が
あ
る
。

　

史
部
傳
記
類
は
『
列
朝
詩
集
小
傳
』
淸
錢
謙
益
撰
の
一
書
で
あ
る
。『
古
籍
』
史
部
傳
記
類
に
『
錢
牧
齋
先
生
列
朝
詩
集
小
傳
』
が
あ
る
。

　

史
部
地
理
類
『
海
内
奇
觀
』
明
楊
爾
曾
撰
は
、
全
國
の
山
川
海
湖
景
勝
の
地
を
圖
入
り
で
解
説
し
た
も
の
、『
嵩
嶽
文
志
』
明
陸
東
撰
は
崇
山

に
關
わ
る
地
誌
で
あ
る
。

　

子
部
小
説
家
類
は
『
小
窻
艶
記
』
明
吳
從
先
撰
の
一
書
で
あ
る
。『
提
要
』
子
部
小
説
家
類
に
『
小
窗
自
紀
』
に
附
し
て
、
漢
か
ら
明
に
至
る

雜
文
を
採
り
體
を
分
け
て
編
錄
し
た
も
の
と
い
う
。
内
容
の
評
價
は
低
く
、
小
説
家
類
に
配
當
し
た
所
以
で
あ
ろ
う
。

　

子
部
類
書
類
『
四
六
鴛
鴦
譜
』
明
陰
化
陽
等
輯
は
未
詳
、『
脩
辭
指
南
』
明
浦
南
金
編
は
、
全
書
を
天
文
・
地
理
・
人
物
等
二
十
部
に
分
か

ち
、
さ
ら
に
象
緯
類
・
歳
時
類
・
災
祥
類
等
に
細
分
し
て
解
説
を
加
え
た
も
の
で
、
明
ら
か
に
類
書
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。『
翰
墨
大
全
』
は

恐
ら
く
『
事
文
類
聚
翰
墨
大
全
』
元
劉
應
李
編
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
典
型
的
類
書
の
一
例
で
あ
る
。

　

詩
文
に
つ
い
て
は
全
十
三
點
の
編
入
が
あ
る
が
、
重
大
な
問
題
を
孕
む
事
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。『
詩
對
押
韻
』
は
韻
で
は
な
く
詩
に
重
點

を
置
く
結
果
と
し
て
、『
顧
氏
詩
史
』
は
史
料
よ
り
も
詩
を
重
ん
じ
た
結
果
と
し
て
、『
題
跋
』
は
書
籍
解
題
よ
り
文
章
自
體
を
重
視
す
る
結
果
と

し
て
、『
列
朝
詩
集
小
傳
』
は
傳
よ
り
詩
を
重
ん
じ
る
結
果
と
し
て
、『
小
窻
艶
記
』
は
雜
文
の
評
價
を
甘
く
し
た
結
果
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
詩
文

に
配
當
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
史
部
地
理
類
關
係
は
原
本
未
見
な
が
ら
、
恐
ら
く
山
川
景
勝
の
地
に
對
す
る
詩
文
を
優
先
し
て
の
處
置

で
あ
ろ
う
。
た
だ
類
書
に
關
す
る
著
錄
は
、
類
書
に
お
け
る
詩
文
創
作
に
便
あ
る
特
性
を
重
ん
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
と
ん
ど
い
ず
れ
も
重
點
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の
置
き
方
次
第
で
詩
文
に
配
當
し
て
も
問
題
な
い
事
例
の
よ
う
で
あ
る
。

　

第
三
册
六
十
八
丁
表
二
行
～
七
十
四
丁
裏
三
行
は
醫
書
で
あ
る
。
全
五
十
四
點

　

全
て
醫
書
で
、
他
部
か
ら
の
混
入
は
な
い
。

　

第
三
册
七
十
五
丁
表
二
行
～
七
十
七
丁
表
三
行
は
兵
書
で
あ
る
。
全
十
八
點

　
『
漢
丞
相
諸
葛
公
集
』
が
集
部
別
集
に
區
分
さ
れ
る
以
外
、
全
て
兵
家
類
で
あ
る
。

　

第
三
册
七
十
八
丁
表
二
行
～
七
十
九
丁
裏
二
行
は
道
書
で
あ
る
。
全
十
三
點

　

道
教
關
係
書
と
し
て
の
類
目
で
あ
る
。
但
し
道
家
類
に
配
當
さ
れ
る
書
籍
は
七
點
で
、
以
下
は
下
記
の
通
り
。
醫
家
三
點
は
道
教
に
お
け
る
丹

藥
と
の
關
係
か
ら
共
有
性
が
あ
り
、
他
の
三
種
に
つ
い
て
も
道
教
・
老
莊
と
の
關
係
を
彷
彿
さ
せ
る
文
獻
で
あ
る
。

　

編
入
書
詳
細

　
　
　

史
部
地
理
類	

『
麻
姑
山
丹
霞
洞
天
志
』
一
點

　
　
　

子
部
醫
家
類	

『
黄
庭
經
』『
性
命
圭
旨
全
書
』
三
點

　
　
　

子
部
小
説
家
類	

『
山
海
經
廣
註
』
一
點

　
　
　

子
部
雜
家
類	

『
淮
南
子
鴻
烈
解
』
一
點

　

史
部
地
理
類
は
『
麻
姑
山
丹
霞
洞
天
志
』
の
一
書
で
あ
る
。『
提
要
』
史
部
地
理
類
に
淸
羅
森
撰
と
あ
っ
て
、
明
萬
曆
中
左
宗
郢
志
に
よ
っ
て
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修
め
た
と
あ
る
。
一
方
内
閣
に
は
同
名
（
志
を
誌
に
作
る
）
明
烏
鳴
雷
等
撰
の
書
が
あ
っ
て
、『
經
籍
志
』
本
が
い
ず
れ
の
も
の
か
判
明
し
な
い
。

麻
姑
は
『
神
仙
傳
』
に
み
え
る
仙
女
で
、
本
書
を
道
書
に
配
す
る
根
據
は
こ
こ
に
あ
ろ
う
。

　

子
部
醫
家
類
に
つ
い
て
、『
黄
庭
經
』
撰
人
未
詳
は
、
内
閣
に
『
太
上
黃
庭
内
景
玉
經
』
と
あ
る
も
の
が
そ
れ
で
、『
總
目
』
に
は
著
錄
が
な

い
。『
性
命
圭
旨
全
書
』
は
内
閣
に
『
性
命
雙
收
萬
神
圭
旨
』
宋
尹
淸
和
撰
と
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
書
名
に
「
全
書
」
を
附
す
る
文
獻
は
未
見

で
あ
る
。
道
教
と
藥
品
と
の
關
連
は
周
知
の
こ
と
で
、
こ
こ
に
も
そ
の
余
波
が
及
ん
で
い
る
と
見
る
べ
き
か
。
重
點
の
置
き
方
如
何
で
ど
の
よ
う

に
も
變
化
し
う
る
記
載
で
あ
る
。

　

子
部
小
説
家
類
は
『
山
海
經
廣
註
』
淸
吳
任
臣
撰
の
一
書
で
あ
る
。『
山
海
經
』
そ
れ
自
體
は
『
道
藏
』
に
收
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
道
書
に
配
當
さ
れ
る
妥
當
性
は
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

子
部
雜
家
類
は
『
淮
南
子
鴻
烈
解
』
漢
劉
安
撰
の
一
書
で
あ
る
。『
漢
志
』『
總
目
』
等
雜
家
に
配
當
す
る
例
が
一
般
で
あ
る
が
、
本
書
に
道
家

的
志
向
の
あ
る
こ
と
も
事
實
で
あ
っ
て
、『
經
籍
志
』
の
配
當
は
首
肯
し
う
る
部
分
も
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
何
ら
か
道
家
・
道
教
に
關
わ
る
部
分
の
あ
る
文
獻
で
、
そ
の
意
味
で
は
道
書
に
受
け
入
れ
う
る
文
獻
の
み
と
い
っ
て
よ
い
。

　

第
三
册
八
十
丁
表
三
行
～
八
十
一
丁
表
二
行
は
佛
書
で
あ
る
。
全
八
點　

　

佛
教
關
係
書
で
あ
る
。
但
し
『
當
麻
寺
圖
記
』
は
恐
ら
く
和
書
。
隱
元
關
係
に
も
和
書
が
含
ま
れ
よ
う
。
釋
家
類
以
外
に
配
當
さ
れ
る
文
獻

は
、
子
部
小
説
家
類
の
『
仙
佛
奇
踪
』
明
洪
應
明
撰
の
一
書
で
あ
る
が
、
書
名
の
示
す
と
お
り
全
く
佛
教
に
關
係
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
な
お

『
總
目
』
掲
載
本
は
書
名
を
『
仙
佛
奇
蹤
』
と
す
る
。

　

第
三
册
八
十
二
丁
表
二
行
～
八
十
四
丁
表
一
行
は
銀
鉤
書
藪
で
あ
る
。
全
十
六
點　

　

篆
刻
關
係
書
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
巧
み
な
書
體
を
銀
鉤
と
い
う
例
が
あ
り
、
さ
ら
に
印
刀
を
鉤
に
見
立
て
て
、
本
來
は
子
部
藝
術
類
や
經
部
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小
學
類
相
當
の
文
獻
を
こ
こ
に
集
め
た
も
の
か
。
各
種
目
錄
に
比
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
書
名
か
ら
類
推
し
て
篆
刻
關
係
書
が

十
三
點
、
残
る
三
點
も
す
べ
て
古
文
字
關
係
書
で
あ
る
。

『
芸
暉
閣
經
籍
志
』
の
編
纂
と
そ
の
特
質
―
―
結
び
に
か
え
て
―
―

　

こ
れ
ま
で
『
芸
暉
閣
經
籍
志
』
の
分
類
に
つ
い
て
、
實
例
に
則
し
つ
つ
、
各
項
に
お
け
る
分
類
傾
向
を
見
て
き
た
。
そ
の
結
果
、『
四
庫
全
書

總
目
』
に
お
け
る
四
部
分
類
に
抵
觸
す
る
事
例
が
多
々
現
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
項
に
お
け
る
編
入
文
獻
の
と
こ
ろ
で
簡

略
な
傾
向
性
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
附
し
て
お
い
た
。
た
だ
『
經
籍
志
』
に
お
け
る
そ
う
し
た
狀
況
が
、
果
た
し
て
江
戸
期
成
立
の
目
錄
に
全

て
該
當
す
る
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
廣
く
他
の
當
時
の
目
錄
を
見
渡
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
『
芸
暉
閣
經
籍
志
』
一
書
に
限
っ

て
檢
討
を
加
え
た
が
、
そ
の
見
解
の
妥
當
性
は
、
他
の
江
戸
期
成
立
の
目
錄
を
見
、
内
容
も
確
認
し
た
上
で
判
斷
す
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

全
體
的
傾
向
と
し
て
、
專
門
性
の
強
い
醫
書
・
兵
書
・
道
書
・
佛
書
・
銀
鉤
書
藪
に
關
し
て
は
、
他
部
か
ら
の
編
入
は
皆
無
の
部
も
含
め
て
極

め
て
少
な
く
、
理
解
に
苦
し
む
よ
う
な
編
入
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
道
書
・
佛
書
は
別
と
し
て
技
術
系
の
文
獻
に
お
い
て
は
判
斷

が
容
易
で
、
宗
教
關
係
は
そ
れ
自
體
が
特
殊
な
性
格
故
に
や
は
り
判
斷
が
容
易
だ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
逆
に
思
想

性
の
強
い
經
書
・
史
書
・
事
類
・
字
書
・
雜
書
・
詩
文
の
六
類
に
お
い
て
、
他
部
か
ら
の
編
入
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
ら
の
内

に
お
い
て
も
、
自
ず
か
ら
差
異
は
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
經
書
は
十
一
類
六
十
四
點
約
十
八
㌫
、
史
書
は
五
類
十
點
約
七
㌫
、
事
類
は
十
六
類
四
十

五
點
約
三
十
五
㌫
、
字
書
は
四
類
十
二
點
約
七
㌫
、
雜
書
二
十
類
八
十
二
點
約
五
十
七
㌫
、
詩
文
は
七
類
十
三
點
約
六
㌫
で
あ
る
。
史
書
・
字

書
・
詩
文
の
量
が
少
な
い
の
は
、
六
類
中
と
し
て
は
基
準
が
具
體
的
で
判
斷
が
容
易
で
あ
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
對
し
て
事
類
は
類
書
を

基
本
と
す
る
部
立
て
で
あ
る
が
、
類
書
自
體
が
か
な
り
多
樣
な
實
態
を
持
つ
と
同
時
に
、
分
類
と
い
う
こ
と
へ
の
加
重
な
意
識
が
、
他
類
と
の
判

別
を
曖
昧
に
し
た
可
能
性
が
強
い
。
同
樣
の
こ
と
は
雜
書
に
も
顯
著
で
、
類
書
と
同
樣
に
雜
書
自
體
の
多
樣
性
が
廣
範
な
包
括
性
と
な
っ
て
、
判
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別
を
曖
昧
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
な
お
『
經
籍
志
』
全
體
の
約
六
㌫
の
文
獻
は
分
類
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
で
確
定
し
て
い
き
た
い
。）

　

そ
の
中
で
經
書
に
つ
い
て
は
、
漢
籍
分
類
の
な
か
で
も
經
に
對
す
る
意
識
は
最
も
重
く
、
必
然
と
し
て
曖
昧
さ
や
ブ
レ
を
許
容
し
な
い
部
立
て

で
あ
る
と
い
え
る
。
約
十
八
㌫
と
い
う
数
字
は
、
三
類
の
な
か
で
最
も
低
い
値
で
あ
る
が
、
そ
の
表
し
て
い
る
意
味
に
つ
い
て
は
最
も
明
白
な
意

識
の
反
映
が
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
中
國
の
經
槪
念
（
基
本
思
想
・
基
本
テ
キ
ス
ト
）
は
そ
の
ま
ま
繼
承
す
る
が
、
そ
の
具
體
的
表
れ
方
に
お

い
て
意
識
變
化
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
各
項
目
に
お
け
る
漢
籍
（
經
書
）
に
つ
い
て
」
で
詳
細
に
述

べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
以
下
簡
略
に
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
い
。。

　

意
識
変
化
と
し
て
、
全
體
と
し
て
擴
大
方
向
が
あ
る
。
孔
子
自
身
へ
の
尊
崇
意
識
を
反
映
さ
せ
、
孔
子
關
係
書
を
經
書
化
す
る
。
中
國
に
お
け

る
經
書
は
あ
く
ま
で
經
書
で
、
孔
子
自
身
と
は
本
來
混
同
さ
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
は
、
幕
府
の
方
針
と
し
て
の
朱
子
學
・
宋
學
を
尊
崇
す
る
こ
と
に
關
わ
っ
て
、
宋
學
文
獻
を
經
書
化
す
る
。
こ
れ
は
國
家
に
よ
る
人
民

支
配
の
一
元
化
の
手
段
と
し
て
機
能
し
う
る
と
い
う
意
味
で
、
經
學
の
意
味
を
踏
み
外
し
て
は
い
な
い
が
、
中
國
で
の
經
槪
念
の
嚴
密
さ
と
は
や

は
り
相
容
れ
な
い
。
經
は
あ
く
ま
で
根
源
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
て
、
宋
學
は
そ
の
解
釋
な
ら
び
に
そ
の
哲
學
的
大
系
學
で
あ
る
。
註
疏
も
經
書
の

解
釋
で
あ
る
が
、
訓
古
を
基
本
と
し
て
新
た
な
哲
學
を
構
築
す
る
こ
と
は
な
い
。
新
た
な
哲
學
は
諸
子
な
の
だ
と
す
る
の
が
中
國
的
思
惟
な
の
で

あ
ろ
う
。
本
目
錄
は
こ
の
點
で
も
經
の
槪
念
を
擴
大
し
て
い
る
。

　

詩
文
集
へ
の
擴
大
、
こ
れ
も
上
記
と
同
樣
の
精
神
活
動
に
よ
っ
て
、
宋
學
に
關
わ
る
か
關
わ
り
う
る
人
物
の
詩
文
別
集
等
を
經
書
化
す
る
。

　

一
方
で
は
反
朱
子
學
派
を
も
取
り
込
む
こ
と
。
こ
れ
は
朱
子
學
と
對
置
さ
れ
る
思
想
に
お
い
て
も
、
與
え
ら
れ
る
べ
き
場
所
が
あ
る
と
す
る
考

え
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
槪
念
を
排
他
的
嚴
密
さ
で
固
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
包
括
的
な
曖
昧
さ
に
よ
っ
て
多
樣
な
も
の
を
取
り
込
む
こ

と
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

儒
教
に
立
脚
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
直
接
經
學
と
は
認
識
さ
れ
な
い
勸
善
懲
惡
書
や
倫
理
道
德
の
普
及
書
な
ど
も
經
書
と
す
る
。
人
間
の



肥前鍋島藩における漢籍の受容

— 119 —

活
動
の
正
し
い
指
針
を
示
す
こ
と
が
、
中
國
的
經
學
文
獻
で
は
十
分
對
應
し
き
れ
な
い
と
の
判
斷
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
經
學
の
持
つ
論
理

的
正
當
性
や
、
合
理
性
の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
人
間
に
付
與
さ
れ
る
性
善
説
的
曖
昧
さ
と
結
び
つ
く
觀
念
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
點
に
は
日

本
獨
自
の
思
考
形
態
が
内
包
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
あ
る
。

　
『
經
籍
志
』
の
成
立
が
寬
政
四
年
頃
以
後
と
す
れ
ば
、
幕
府
に
よ
る
寬
政
異
學
の
禁
と
『
經
籍
志
』
が
連
動
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
憶
測

も
促
さ
れ
る
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
可
能
性
は
低
い
の
で
あ
っ
て
、
宋
學
や
朱
子
學
が
經
に
取
り
込
ま
れ
る
事
象
は
、『
經
籍
志
』
編
纂

に
お
け
る
獨
自
の
見
解
、
獨
自
の
判
斷
の
表
れ
と
理
解
す
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。
芸
暉
閣
の
造
營
に
關
わ
っ
た
鍋
島
綱
茂
の
儒
學
傾
倒
は
古
文

書
中
に
も
明
ら
か
な
こ
と
で
、
將
軍
綱
吉
へ
の
『
論
語
』
の
進
講
等
將
軍
家
ひ
い
て
は
林
家
と
の
關
係
の
深
さ
か
ら
の
影
響
も
、
こ
こ
で
は
考
慮

に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

　

た
だ
以
上
の
特
性
が
『
芸
暉
閣
經
籍
志
』
の
み
の
特
性
で
あ
る
の
か
、
こ
う
し
た
分
類
傾
向
が
他
に
も
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
は
廣
く
他
の
當

時
の
目
錄
を
見
渡
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
改
め
て
檢
討
す
る
予
定
で
あ
る
。（
了
）
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